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おやま本場結城紬クラフト館オープン！
　5月1日㈰10時から、JR小山駅西口ロブレ1階に「おやま本場結城紬クラフト館」がオープンします。「おやま
本場結城紬クラフト館」は小山市の誇る伝統産業「本場結城紬」のPR拠点として情報発信を行っていきます。ま
た、毎週末、実演・ワークショップなどを行い楽しんでいただけるオープンファクトリー型施設になっています。
　ユネスコに認められた伝統の技を身近に感じていただける
他、本場結城紬の着心地体験にも対応します（月曜日は施設
見学のみ。ただし月曜日が祝日の場合は着心地体験可。3人
以上の場合は予約が必要です）。ぜひ、ご来館ください。

問工業振興課☎22-9397・おやま本場結城紬クラフト館☎32-6477

□5月1日㈰から(一社)小山市観光協会がおやま本場
結城紬クラフト館内に移転します。
問(一社)小山市観光協会☎30-4772

5月1日㈰

から(一社)小山市観光協会がおやま本場

◆開館時間：月曜日～日曜日 10:00 ～ 19:00

《オープン来館記念》
先着100人に、シルク入りキャンディーと
桑の葉入りキャンディーをプレゼント！

5月1日㈰から8日㈰まで糸つむぎ、
地機織りの実演を開催します！

《オープン記念イベント》

本場結城紬の情報発信拠点

関東最大級の屋内遊び場!!

5月1日㈰｢キッズランドおやま｣オープン！
　5月 1日㈰ 10時から、小山駅西口ロブレビル 5階
に「キッズランドおやま」がオープンします。乳幼
児から小学生までの子どもたちが親子で楽しめる屋
内の遊び場で、「アクティブゾーン」、「ベビーゾーン」、
「絵本コーナー」など、7ゾーンで構成され、子ども
たちが楽しみながら運動機能の向上を図ることので
きる施設です。

問子育て・家庭支援課☎22-9627

＜ご利用案内＞
営業時間：10:00 ～ 17:30（90分入替制）　各クール 250人程度
　　　　　□第 1クール 10：00～ 11：30　□第 2クール 12：00～ 13：30
　　　　　□第 3クール 14：00～ 15：30　□第 4クール 16：00～ 17：30
　　　　　※入場券の発券開始時間は 9:30 からになります
定休日：毎週火曜日、12月 31日、1月 1日　ほか
対象年齢：6 カ月から小学生以下のお子さんとその保護者の方
　　　　　※お子さまのみでのご利用はできません。保護者の方とご入場ください
　　　　　（保護者の方 1人につき、お子さん 3人までとします）
利用料金：子ども・保護者とも 1人につき１クール 100円
設置運営事業者・問合せ：社会福祉法人洗心会「キッズランドおやま」☎ 0285-39-7742
※小山市は遊戯設置費および運営費の一部を補助しています
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　「第7次小山市総合計画」は、2020年（平成32年）を目標に、安全・安心で「夢」と「希望」溢れる新しい小
山創生に向け、「豊かで活力があり、暮らしやすい小山」を実現するための指針となる総合的な計画です。

1 産業振興による新たな雇用創出プロジェクト

　人と企業を呼び込む施策の推進により、小山市の
基幹産業である工業や農業・商業、観光等の振興等、
新たな雇用の創出を推進するとともに、地場産業の
育成・振興により、地域の活性化を図ります。
●人と企業を呼び込み新たな雇用の創出
●地場産業の振興・情報発信
●農業の振興

第7次小山市総合計画 
がスタートしました！

将来都市像

　「ひと・行政を創る」「まちを創る」「くらしを創る」の3つを『まちづくりの基本理念』として、総合的・計画
的なまちづくりを進めます。また、10項目のまちづくりの目標を掲げ、具体的な施策事業を進めます。

問総合政策課☎22-9355

 重点プロジェクト
　「重点プロジェクト」は、分野横断的に4つの視点からとりまとめたもので、各分野が相
互に連携し、関連性を保ちながら、今後5カ年で全庁的かつ戦略的に取組む施策・事業です。

4 持続可能な地域づくりプロジェクト

　コンパクトシティの推進、良好な居住環境の創出、
健康づくりの推進、医療環境の充実、地域コミュニ
ティづくり、災害に強いまちづくり、定住自立圏の
推進などにより、持続可能な地域づくりを進めます。
●災害に強いまちづくりと都市基盤整備の推進
●健康づくり･医療環境の充実と地域コミュニティづくり
●定住自立圏の取組推進

3 結婚・出産・子育ての希望実現プロジェクト 

　出会いから結婚・妊娠・出産・子育てに至るライ
フステージに応じた切れ目のない支援を通して、若
者の希望を叶えます。
●出会いから結婚・妊娠・出産・産後ケア支援の充実
●子育て支援の充実
●女性の活躍推進とワーク・ライフ・バランスの実現

2 新しい人の流れ創出プロジェクト 

　小山市の優れた地域資源を活用し、観光地化を進め、
交流人口の拡大に努めるとともに、転入希望者の視点
に立ち、移住・定住の受け皿となる環境を整えます。
●人と企業を呼び込む施策の推進
●観光地化による交流人口の増大
●移住・定住の促進

ま
ち
づ
く
り
の
基
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理
念

みんなで協働　市民参加の行政づくり【市民参加・協働・ボランティア】1
着実に進める　新しい時代の行政づくり【行財政改革・計画推進】２
明日に生きる　男女が協力・子育て支援・ひとづくり

【次世代育成・男女共同参画】３
一人ひとりの個性発揮　心と体を育てるひとづくり

【人権尊重・教育文化】４
災害に強く　快適で住みよい　夢を支えるまちづくり【生活基盤】５
にぎわい活力　元気が出るまちづくり【工業・商業観光】６
豊かな大地と伝統　めぐみをはぐくむまちづくり

【農業・本場結城紬等伝統産業】７
水と緑に親しむ　自然とふれあうまちづくり【自然・渡良瀬遊水地】8

未来につなぐ　地球にやさしいくらしづくり【環境共生】9

ま
ち
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く
り
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みんなの「絆」を大切に　安全・安心で健康なくらしづくり
【生活環境・保健福祉】10

ひと・行政を創る
【市民協動と行財
政改革を進めるひ
と・行政づくり】

まちを創る
【みんなが住み続
けたくなる活気あ
るまちづくり】

くらしを創る
【みんながいきい
きと豊かで幸せな
くらしづくり】

夢・魅力いっぱい　未来へつなぐ
－みんなの笑顔と元気で明日の小山創生－

●人と企業を呼び込み新たな雇用の創出

2 新しい人の流れ創出プロジェクト 
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稲刈りも参加いただいた方に、収穫したお米を3㎏プレゼント！

ただ今参加者募集中です！

申込みは5月13日㈮まで

日　時：5月22日㈰10時集合　雨天決行（昼食あり）
会　場：市内　島田会場・下生井会場・絹会場
駐車場：当日現地にて案内を出します
参加費：田植え・稲刈り参加費用　1人1,000円
　　　　（保険料含む・当日受付にて集金）
服　装：汚れてもいい服装（長袖シャツ・半ズボン・
　　　　帽子・タオル・ビーチサンダル）
※裸足で田んぼに入ります。長靴では入れません
※詳細は市ホームページをご確認ください
申込み：各土地改良区事務所へ申込書をFAXで（申込
用紙は市ホームページからダウンロードできます）

◇どうして「ヤナギ」や「セイタカアワダチソウ」を抜き取るの？
　ヤナギを放っておくと、成長し樹林化して、貴重な湿地環境が無くなってしまいます。セイタカアワダチソウは、北ア
メリカ原産の外来植物で、繁殖力が強く、根から化学物質を出し、他の植物の生育や種子の発芽を妨げます。遊水地内に
急速に広がっており、絶滅危惧種を含む在来植物を駆逐してしまうおそれがあります。そのため抜き取る必要があるのです。

ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦参加者募集
問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22－9354

【実施場所】渡良瀬遊水地第2調節池内
　　　　　　環境学習フィールド
※事前申込み不要。当日受付は30分前から、
　活動時間は1時間程度
※汚れてもよい服装（夏場でも肌を守るため
　長袖・長ズボン）と長靴で参加

【実施日】
① 5月14日㈯　　　7:00 ～
② 7月 2日㈯　　　7:00 ～
③10月22日㈯　　　9:00 ～
④12月 3日㈯　　　9:00 ～
⑤Ｈ29.2月11日㈯　9:00 ～　全5回

　小山市南西部に広がる渡良瀬遊水地は、栃木・茨城・群馬・埼玉の４県にまたがる面積約3,300haの国内最大
の遊水地として、洪水から首都圏の生命・財産を守っているとともに、本州以南最大の湿地に絶滅危惧種を含む
多くの動植物が生息・生育する自然の宝庫であり、平成24年7月3日、国際的に重要な湿地としてラムサール条約
湿地に登録されました。
　一方、渡良瀬遊水地では、湿地環境や湿地性植物に悪影響を与えるヤナギやセイタカアワダチソウなどの増加
が大きな問題となっています。市では、貴重な湿地環境と湿地性植物の保全を目的に、関係機関・団体や企業、
ボランティアのご協力のもと、「ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦」を平成26年度から実施しており、こ
れまで延べ約4,700人のご参加をいただきました。
　平成28年度も除去作戦を実施しますので、引き続きたくさんの皆さまのご参加・ご協力をお願いします。

アトムが小山にやってくる！

田んぼアート田植え体験
参加者募集！！

絹会場（鉄腕アトム）
問絹土地改良区・結城用水土地改良区事務所
☎49－0059・FAX49－3088

下生井会場（ジャングル大帝レオ）
問思川西部土地改良区事務所
☎38－1065・FAX38－1066

島田会場（ブラックジャック）
問小山市美田東部土地改良区事務所
☎37－0701・FAX37－7344

小山市役所

セイタカアワダチソウ

ヤナギ

渡良瀬遊水地の自然を守ろう！

平成28年度も実施します。平成26年度から、延べ4,700人の方が参加しました！

島田会場（ブラックジャック）

申込みは5月13日㈮まで

田んぼアート田植え体験

©Tezuka Productions 

下生井会場（ジャングル大帝レオ）

≪7月16日㈯に見学会を開催します（3会場）≫

詳細はスマート
フォンなどからで
も確認できます

先着200人

先着300人

先着300人
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資金名 Ｈ 27 Ｈ 28

営業資金および
設備資金

3 年以内　1.5％
5 年以内　1.7％
7 年以内　2.0％
10 年以内　2.2％

3 年以内　1.4％
5 年以内　1.6％
7 年以内　1.9％
10 年以内　2.1％

0.1％ずつ
引き下げ

創業資金
3 年以内　1.5％
5 年以内　1.7％

3 年以内　1.4％
5 年以内　1.6％

0.1％ずつ
引き下げ

　市では、市内中小企業者の方々に
利用していただける営業資金・設備
資金・創業資金・近代化施設資金・
工業振興資金の５つの資金を用意
し、低利で融資を行っています。
　平成 28 年度より営業資金・設備
資金・創業資金について、貸付利率
を 0.1％ずつ引き下げました。

　営業資金、設備資金、創業資金は栃木県信用保証協会による保証付の資金ですので、融資時に別途保証協会へ
の保証料が必要となります、市では、信用保証料のうち融資額 1,000 万円までの分について、資金完済後に補助
金を交付します。
※融資のお申込みは直接市内金融機関までお願いします

　勤労者の住宅取得を支援するため、住宅取得に必要な資金の融資を行っています。
＜融資の項目＞
①住宅の新築・増改築資金　② 住宅の購入（中古住宅も含む）③ 住宅用土地の取得資金
＜融資の条件＞

融資限度額 融資利率 返済期間 返済方法

3,000 万円 年 2.0％（固定） 35 年以内
毎月払い　または
ボーナス併用払い

　小山市勤労者住宅資金融資制度を利用する勤労者に対して、5 年を限度に利子補給金を交付します。
＜利子補給金の額＞
1 年目は融資額に 1％を乗じて得た額、2 年目以降は借入残高に 1％を乗じて得た額
※各年 10 万円が限度

中小企業融資制度

問商業観光課☎22－9275

第65回小山の花火有料観覧席の販売
　小山の夏の一大イベント、関東有数の打上げ数を誇る「小山の花火」をご家族や友人など、大切な
方と一緒に有料観覧席にてぜひご覧ください。場所取りの必要が無く当日はゆっくり会場にお越しい
ただき、目の前で上がる花火を存分に堪能いただけます。
日時　7月31日㈰ 19:10 ～ 20:45
料金　①テーブル席
　　　　　A席（堤防上段前列）　25,000円（最大6人、テーブル1台、イス6脚）
　　　　　B席（堤防上段後列）　23,000円（最大6人、テーブル1台、イス6脚）
　　　　　C席（堤防中段）　21,000円（最大6人、テーブル1台、イス6脚）
　　　②マス席　15,000円（最大5人、180㎝四方のスペース）
　　　③階段席　2,000円（個人席）
販売開始　6月2日㈭から
販売窓口　・㈱ＪＴＢ関東トラベルサロン小山（城山町3‒7‒1）
　　　　　・大山旅行サービス（犬塚2‒8‒5）
　　　　　・㈱セブンドリーム・コム　※セブンイレブンでも購入できます
購入の問合せ　小山の花火有料席センター☎42‒5443(平日10:00 ～ 17:30)

小山市勤労者住宅資金融資制度利子補給金

小山市勤労者住宅資金融資制度

信用保証料補助金

融資制度のご案内

※お申込みは、中央労働金庫
小山支店☎22－0597 まで
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コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）をご活用ください!!　問市民生活課☎22ｰ9248
　市は、地域コミュニティ活性化のために有効活用していただくことを目的に、一般財団法人自治総合センター
が宝くじ社会貢献広報事業として実施している「コミュニティ助成事業」に積極的に取組んでいます。
　この助成事業は、住民が自主的に行うコミュニティ活動等を対象として、地域のコミュニティ施設整備や、
コミュニティ活動に直接必要な設備等の整備に対して助成金を交付するものです。
1.助成事業の種類
　①一般コミュニティ助成事業…コミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げるこ
　　とを目的とするもので、コミュニティ活動に直接必要な設備等（建築物、消耗品は除く）の整備に関する事業
　②コミュニティセンター助成事業…コミュニティ活動を積極的に推進し、その健全な発展を図るため、住民
　　の需要の実態に応じた機能を有する集会施設（コミュニティセンター・自治会集会所等）の建設または大
　　規模修繕およびその施設に必要な備品の整備に関する事業
2.助成事業の実施主体　市、自治会および市が認めるコミュニティ組織
3.助成金額
　①一般コミュニティ助成事業⇒100万円以上250万円まで（10万円単位／ 10万円未満切捨て）
　②コミュニティセンター助成事業⇒対象となる事業の5分の3以内で上限1,500万円
4.平成28年度の募集　対象事業…平成29年4月1日～平成30年3月31日に実施する事業
5.申込み方法　7月29日㈮までに市民生活課（☎22ｰ9248）へ連絡してください。
　連絡内容…団体名、代表者（住所・電話番号）、事業内容、申請金額等
　※詳細は自治総合センター HP（http://www.jichi-sogo.jp/lottery）の昨年度の募集要項でご確認ください
　※審査が行われますので、申請を行っても必ず採択されるものではありません

いっぱいあるよ！子育て支援の場
　市は「子育てにやさしいまちづくり」に取組んでいます。子育てで困
った、知りたい、友だちをつくりたい時などにお出かけください。
1．子育てひろば　特設の子育てひろば（8 カ所）と常設の子育てひろばを開設しています。
ひろば名 対　象 場　所 日　時

思川 3 カ月以上 1 歳未満 道の駅思川 毎月第 1・3 火曜日／ 13：30 ～ 15：30
ふれあい道場 1 歳以上未就園児 県南体育館柔道場 毎月第 2・4 木曜日／ 9：30 ～ 11：30
小山ひがし 3 カ月以上未就園児 小山東出張所 毎月第 1・3 木曜日／ 9：30 ～ 11：30
しらさぎ 3 カ月以上未就園児 間々田市民交流センター 毎月第 1・3 火曜日／ 10：00 ～正午
うさぎっこ 3 カ月以上未就園児 小山城南市民交流センター 毎月第 2・4 金曜日／ 9：30 ～ 11：30
つむぎっこ 3 カ月以上未就園児 絹公民館 毎月第 1・3 月曜日／ 10：00 ～正午
かるがも 3 カ月以上未就園児 桑市民交流センター 毎月第１・3 木曜日／ 10：00 ～正午
おおやっこ 3 カ月以上未就園児 大谷公民館 毎月第 2・4 月曜日／ 9：30 ～ 11：30
すまいる（※）2 カ月以上未就園児 城山・サクラ・コモン 子育て支援総合センター 年末年始を除く毎日／ 8：30 ～ 17：00
にっこりちゃん 2 カ月以上未就園児 桑市民交流センター 毎週火・金曜日／ 9：00 ～ 16：00
問こども課☎22ｰ9614・9615　※「すまいる」への問合せは、社会福祉法人桜美会☎24‒1012
2．子育て支援相談室ほほえみ　問ほほえみ☎22ｰ3477
　保育士等有資格者のスタッフが育児相談、訪問相談、情報の提供などを行っています。
場所　城山・サクラ・コモン 2 階（城山町 3‒7‒5）　開設日　年末年始を除く毎日／ 8：30 ～ 17：00
3．子育てサロン　問こども課☎22ｰ9614
　親子のふれあいあそび、季節のあそび、野外活動、育児相談などを行っています。
場所　小山第一小学校 こどもふれあい教室
開設日　おしゃべりサロンとにこにこサロン：毎週水曜日（祝日、お盆、年末年始を除く）／ 10：00 ～正午
　おしゃべりサロン「えがお」：第 4 水曜日／ 10：00 ～正午／発達の気になるお子さんと保護者対象
4．地域子育て支援センター　未就園児の親子を対象に、保育園（所）で開設している子育て支援センターです。

名　称 問合せ 名　称 問合せ
ことりクラブ 城東保育所☎ 24 ｰ 4570 マロンのいえ 黒田保育園☎ 32 ｰ 8254
こぐまクラブ こぐま保育園☎ 28 ｰ 1189 ミッキークラブ こばと保育園☎ 27 ｰ 0209
えくぼちゃんクラブ さくら保育園☎ 23 ｰ 7068 いちごクラブ 小山西保育園☎ 37 ｰ 0102
5．講座等の実施
〇パパといっしょ　父親の育児参画、パパの子育てを応援します。
　対象　未就学児とその父親　※ 日時等は後日、広報おやま等でお知らせします
〇ママのための子育て講座
　「ノーバディーズ・パーフェクト・プログラム～完璧な親はいない～」（6 回講座）
　日時　6 月 9 日㈭、13 日㈪、20 日㈪、7 月 1 日㈮、7 日㈭、15 日㈮、いずれも 10:00 ～正午
　会場　保健・福祉センター 3 階　内容　グループワークショップ
　定員　未就園児を子育て中の母親・先着 15 人　参加料　無料
　その他　託児有り（希望者は申込み時受付）　申込み　5 月 2 日㈪から子育て・家庭支援課へ☎ 22‒9626

おやまの子育て情報なら「おやま
子育てネット」へ☞ http://www.
t-cnet.or.jp/~codomo_oyama/
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あなたも、家族も、まちも元気になる健康づくり！

開運おやま 健康マイレージ
●『健康マイレージ』って？
　市民の皆さまが楽しく健康づくり・生きがいづくりに取組んでいただける「開運おやま健康マイレージ事業」
がスタートしました。これは、市や地域が実施する対象事業に参加し、ポイントを集めると、市内の登録店
舗で割引等の特典が受けられる「健康パスポート」や、道の駅思川の「商品お取替券」との交換、市内小中
学校への寄附ができるというものです。

●参加方法　参加方法は、3 つのステップでとても簡単！

健康診断 ( 人間ドッ
ク）の受診等の対象
事業に参加して、ポ
イントシールをもら
います。

応募用紙つきパンフ
レットをもらいます。
健康増進課窓口、各
出張所等に置いてあ
ります。

10 ポイント集まった
ら好きなコースを選
んで応募します。

～ポイントの集め方～
①健康診断（人間ドック）
　の受診
②ウォーキング
　各出張所等に 100 日分
　の記録ができる「健康通
　帳」を設置します。
③市の対象事業に参加
　対象事業はパンフレット
　に記載されています。■詳しくは、応募用紙つきパンフレットをご覧ください。

実施期間　平成 28 年 4 月 1 日㈮～平成 29 年 2 月 28 日㈫ ●参加対象
小山市内に住所を有する 16 歳

（高校生）以上の方

問健康増進課☎ 22‒9532

【熱中症の予防法】
◇暑さを避けましょう　◇こまめに水分を補給しましょう
◇急に暑くなる日には注意しましょう　◇暑さに備えた体づくりをしましょう
◇気象情報、暑さ指数を活用しましょう
※ アルコールは尿の量を増やして体内の水分を排泄してしまうため、汗で失われた水分を

アルコールで補給しようとするのは間違いです。水分やミネラルを効率的に補給するに
は、スポーツドリンクなどがおすすめです

◉高齢者の注意点

　人の体に含まれる水分量は、歳をとると少なくなります。
高齢者の脱水の原因として次のことが考えられます。
①のどの渇きを自覚しにくい
②食事の量が少なくなる
③トイレを気にして水分をとらない

◉子どもの注意点

　子どもは体温調節機能が未熟であり、暑い環境下では、
体温が簡単に上がってしまいます。気温が高い、湿度が高
い、風が弱いなどの環境の中で起こりやすいため、屋内で
も発生します。特に炎天下での車の置き去りは危険です。
絶対にやめましょう。

　気温が高くなると、熱中症になる人が増えてきます。冷夏や夏以外でも発生が見られ、市消防署管内では平成
27年度111名の救急搬送があり、うち 65歳以上の高齢者が 41.4％を占め、18歳未満の子どもは 24.3％を占めて
います（市消防本部調べ）。熱中症は死に至ることもあるとても危険な病気ですので、しっかりと予防しましょう。

【熱中症発生状況】

【熱中症とは？】
汗をかくなどして、身体から水分や塩分が減って、熱が身体にこもるなどして起こる体の不調
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屋内 屋外

小児
成人
高齢者

5 人（10.6％）

22 人

（34.4％）
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（38.3％）

20 人

（31.3％）

24 人

（51.1％）

22 人

（34.4％）

47 人 64 人
全 111 人

全 47 人

エアコン有
8 人（17.0％）

エアコン無
28 人（59.6％）

不明
11 人（23.4％）

屋内の熱中症発生における
エアコン使用状況

パンフレット
をもらう！

ステップ①

ポイントシール
を集める！

ステップ②

応募する！

ステップ③

問健康増進課☎ 22‒9607熱 中 症 予 防
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　市民の皆さまが求める高い学習意欲に応え、小山の宝である渡良瀬遊水地と
歴史（中世小山氏城跡）について学び、成果を充分に活かす“生涯学習推進リー
ダー”、“ボランティアガイド”となることを目指します。
□コース概要
◎渡良瀬遊水地ボランティアガイド養成コース　◎歴史 ( 中世小山氏城跡 ) ボランティアガイド養成コース
　2年間継続して学ぶコースです。どちらかのコースを選択してください。『共に学ぶ仲間づくり』を大切にし
ながら、ボランティアガイドとなるための、専門的な学習を行います。2年間の学習（年 15回程度）修了後には、
ボランティアガイドとしての活躍を期待します。仲間達と楽しく活動してみたい方、健康で意欲のある方の応募
をお待ちしています。

平成 28 年度

市民の皆さまが求める高い学習意欲に応え、小山の宝である渡良瀬遊水地と

おやま市民大学受講生募集
問生涯学習課
☎22－9666／℻  22－9696

マナビィ

◆おやま市民大学のより詳しい内容と日程は、市各施設に配布してあるパンフレットや、市ホームページをご覧
　ください。
◆申込みは、5月6日㈮～ 20日㈮に、住所・氏名・年齢・電話番号・希望コースを明記し、電話・FAXまたは直接、
　生涯学習課へ。市ホームページからも申込みできます。

◎渡良瀬遊水地ボランティアガイド養成コース
「ツバメのねぐら入り観察」
「ワタラセツリフネソウの観察」
「渡良瀬遊水地の歴史」
「渡良瀬遊水地と環境教育」など

◎歴史ボランティアガイド養成コース
「いいとこ教え隊おやまとまち散策」
「小山政光と寒川尼」
「朝政と小山氏」
「中世小山の都市構造」など

　昭和24年6月1日に人権擁護委員法が施行されたことを記念して、この日を「人権擁護委員の日」と定め、
人権尊重の啓発活動などを行っています。
　市内には14人の人権擁護委員がおり、電話や委員宅で相談をお受けするほか、毎月人権相談を行ってい
ます。毎日の暮らしの中で起こるさまざまな人権問題に、人権擁護委員が相談に応じます。相談は無料で、
秘密は守られます。お気軽にご相談ください。

問人権推進課
☎22－9292

「人権擁護委員の日」特設相談のご案内
　日　時　6月1日㈬　10：00～ 15：00　　会　場　市役所本庁地下1階・地下相談室
　※事前予約不要。順番にご案内します　※通常の人権相談は毎月第2金曜日に実施しています

☆人権擁護委員の啓発活動☆　小学生向けの「なかよし学習会」
　3月25日㈮に開催し、『いじめとけんかの違い』について学習しました。
～参加した児童の感想～

•いじめっていけないんだなぁ。わる口をいったりしちゃいけないんだ
　と思った。〈旭小2年　松本あおと〉
•いじめをみたら、「やめなよ。」といってやめてもらいたいなとおもった。
　いじめをされても「やめて」といってやめてほしいです。いじめとけ
　んかのちがいもわかってよかったです。〈旭小4年　小宮彩花〉

☆地域活性化事業☆　「人権の花」運動
　児童生徒のみなさんが協力し花を育て、生命の尊さを実感する中で、人権尊重思想をはぐくみ情操をよ
り豊かなものにすることを目的に、毎年人権擁護委員が市内の小中学校を訪問して、「人権の花」の贈呈
と人権講話を実施しています。
　平成28年度は、小山三小・若木小・大谷北小・網戸小・豊田南小・穂積小・延島小の7校に5月から花
の苗などを配布します。そして秋には全小中学校に球根を配布します。

6月1日は人権擁護委員の日です

両コース共通講座（一般教養）
「なりたい自分ワークショップ」「生涯学習のススメ」
「ハッピートークトレーニング」「みんなでまちづく
りって！？」「トコロジスト入門」など
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█対　象　　市内在住等の10人以上の団体
█会　場　　市内公共施設･自治会公民館･企業･個人宅等　※会場、備品等はご準備ください
█時　間　　原則9:00 ～ 21:00（2時間以内）
█講師料　　無料　※材料費等がかかる場合は、別途ご負担いただきます
█講座内容　メニュー一覧からお選びください　※メニューにない講座もご相談に応じます

出前講座平成28年度 おやま･まちづくり
～生涯学習による住みよいまちづくり～

□申込方法
　開催希望日の20日前までに、【行政編】は各担当課へ、【高等教育機関編】は生涯学習課へ、
電話または直接お申込みください。

　市民の皆さまのご要望に応じて講師が出向き、講座を開催します。市の行政に関するメニューのほか、
市内高等教育機関による専門的メニューも用意しておりますので、ぜひご利用ください。

【高等教育機関編】　各学校の教授等が講師として出向きます
担当機関 講座名 対　象 時　間 申込み☎

小山工業高等専門学校 ものづくりから見る加工食品 一般 60分

生涯学習課
22－9666

関東職業能力開発大学校 家庭の電気～電気安全と省エネ～ 中学生・高校生 60～ 90分
中央福祉医療専門学校 介護模擬体験教室 小学生・中学生・高校生 60分
中央アートスクール 楽しくダンス 小学生・高校生・一般 60分

白鷗大学
中学生、高校生のための心理学講座 中学生・高校生 90分
まちづくりとボランティア 一般 90分

★上記に紹介した講座はほんの一部です。高等教育機関編は全27講座、行政編は全100講座、ご用意しています。
　詳しくは、公民館等の小山市各施設に配布してあるパンフレット、または市ホームページ等をご覧いただくか、各担当課
　にお問合せください。

担当課 講座名 時　間 申込み☎
秘書広報課 小山をもっと自慢したくなる！あなたが始めるシティプロモーション 30分 22－9353
国保年金課 特定健診を受けましょう 60分 22－9418
高齢生きがい課 介護予防・日常生活総合支援事業について 60分 22－9647
渡良瀬遊水地ラムサール推進課 ようこそ、ラムサール条約湿地登録「渡良瀬遊水地」へ！ 60分～ 22－9354
行政経営課 みんなでルールを作ってみよう！ 120分 22－9314
生涯学習課 ～親学習プログラム～ 子どもの気持ちを考える講座 30～ 90分 22－9666

【行政編】　市職員等が講師として出向きます

◆確認調査の実施条件
　事業計画が明確で、面積が5,000㎡未満の更地を対象とします。
　※森林法・農地法にかかわる土地の場合は、事前に解除手続きを行って
　　ください
◆確認調査の提出書類
　①調査依頼書　②案内図　③公図の写し　④実測図　⑤登記事項証明書
　⑥事業計画図（位置図・平面図・断面図）　⑦現況写真（2方向・各1部）
　⑧土地所有者承諾書（2部）
　※①と⑧の書式は市ホームページの＜申請書ダウンロード＞から印刷可能
◆提出日・提出先
　毎月第2火曜日・生涯学習課文化財係（中央市民会館1階）

埋蔵文化財確認調査を実施します
　遺跡地内で宅地造成などの工事を行う場合は、事前に協議のうえ、
文化財保護法の届出および確認調査が必要になります。
※遺跡分布図は、市ホームページの＜おやまわが街ガイドマップ＞から、
　ご覧いただけます

◆平成28年度おやま・まちづくり出前講座メニュー（一部抜粋）

問生涯学習課
☎22－9666

問生涯学習課
☎ 22－9669
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□これから建物を建築される方へ（右図参照）
　建築基準法で定める幅員４ｍ未満の道路（建築基準法第42条2項道路）
に建築物の敷地が接する場合、その中心線から２ｍ(水路等がある場合
には反対側から４ｍ)の部分は道路とみなすことになっています。
　この部分にある門・塀などは建築行為がある場合、事前に移設または
撤去等をしなければなりません。
◎道路後退用地整備事業
　市では、後退した土地の無償整備、寄付の受け入れ、非課税などの措
置ができるよう、道路後退用地の整備事業を行っています。
◎後退部分に関する注意
　建築工事完成後に、再度この後退部分に門・塀などを設置した場合、
法律違反となります。

安全で快適なまちづくりのために、ぜひご協力を！

　一定規模以上で特定建設工事（木材、コンクリート、アスファルト・コンクリート、コンクリートと鉄から成
る建材）の廃棄・使用のある建築工事を行う場合、工事の発注者は、工事に着手する7日前までに、分別解体の
計画について、建設リサイクル法の届出が必要となります。

５月は建設リサイクル法のパトロール強化月間（前期）です

工事の種類 規模の基準 工事の種類 規模の基準
 建築物の解体工事  延床面積80㎡以上  建築物の修繕・模様替え(リフォーム等)  工事金額1億円以上
 建築物の新築・増築  延床面積500㎡以上  その他の工作物に関する工事(土木工事等)  工事金額500万円以上

対象となる建設工事

※後退部分には、門・塀も造れません
※敷地面積からも除外されます

道路後退線

２
ｍ

２
ｍ

４
ｍ

４
ｍ
未
満

道路後退線

　解体業者と発注者に適正な分別解体および再資源化の意識と関心の向上のため、全国一斉に建築現場
等のパトロールを実施します。

問建築指導課
☎22‒9233

♦木造住宅の耐震診断・耐震改修工事等の支援をご利用ください

小山市の耐震・アスベスト対策

■アスベスト対策 ♦民間建築物吹付けアスベスト分析調査・除去工事等の支援を
　ご利用ください

◆耐震診断補助
○対象住宅
　①昭和 56 年 5 月 31 日以前建築の木造住宅または併用住宅
　②自己用住宅
○補助金額
　①耐震診断に要する経費の 2/3 以内（限度額２万円）
　②耐震補強設計に要する経費の 2/3 以内（限度額８万円）
　③耐震診断 ( 耐震補強設計込み ) に要する経費の 2/3 以内 ( 限度額 10 万円 )
◆耐震改修工事補助
○補助金額
　①耐震改修工事の工事監理に要する経費の 1/2 以内 ( 限度額 7 万円 )
　②耐震改修工事に要する経費の 1/2 以内 ( 限度額 60 万円 )
　③補助対象住宅に高齢者（65 歳以上）や身体障がい者等が同居している場合には 5 万円を加算
◆木造住宅耐震改修工事費の利子補給金制度
○利子補給率　年 2％ ( 上限 )　　○利子補給期間　5 年間

◆分析調査事業補助
○補助金額
　対象費用以外の額（上限 25 万円）
◆除去等事業補助
○補助金額
　対象費用の 2/3 以内の額 ( 上限 180 万円 )

■耐震対策

※補助金の交付には条件（要件）がありますので、事前に建築指導課へご相談ください
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事業主の皆さまへ・重要なお知らせ

　地方税法の規定に該当するすべての事業所を特別徴収義務者に指定し（地方税法第321条の4
および小山市税条例第45条）、5月中旬に特別徴収税額の通知を送付します。

～個人住民税の特別徴収（給与から引き去り）について～

◆個人住民税の特別徴収とは
　所得税の源泉徴収と同様に給与支払者である事業主の方が、従業員の方に毎月支払う給与から個人住民
税を引き去り(給与天引き)し、納税義務者である従業員の方に代わって、従業員の方がお住まいの市町村
に納入していただく制度です。
　正社員、パート・アルバイト等、雇用の形態に関わらず、所得税が源泉徴収されている従業員の方の個
人住民税は特別徴収の方法により納入をお願いします。
◆事業主の方が行う主な事務
　①毎月の給与から市町村が通知した税額を差引き
　②差引きした税額を翌月の10日までに市町村へ納入
　③従業員の就職や退職などの異動があれば市町村へ連絡

■第 7次小山市総合計画基本構想および基本計画
の策定について
　第 7 次小山市総合計画基本構想および基本計画
の策定について、小山市議会の議決事件に関する条
例第 2 条第 2 項の規定により、議会の議決を求め
るもの
期　間　平成 28 年度～平成 32 年度：5 カ年
■定住自立圏形成協定の締結について
　小山地区定住自立圏構想の実現に向けた、各市町と
の連携に係る協議が整ったことから、各市町とそれぞれ
定住自立圏形成協定を締結することに伴い、定住自立圏
推進要綱および小山市議会の議決事件に関する条例第 2
条第 4 項の規定により、議会の議決を求めるもの
（1）協定市町　下野市、野木町、結城市
（2）協定目的
　圏域全体の活性化等を図ることにより、魅力ある
定住自立圏を形成する。
（3）協定基本方針
　政策分野の取組等において、連携・共同・補完し
目的を達成する。
（4）協定政策分野　
　①生活機能の強化に係る政策分野
　②結びつきやネットワークの強化に係る政策分野
　③圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

■平成 28年度小山市一般会計予算
　地方自治法第 211 条第 1 項の規定により、小山
市一般会計予算について、議会の議決を求めるもの
予算総額　　607 億 5 千万円
対前年度比　1.3％増
■平成 27年度小山市一般会計補正予算（第 5号）
　地方自治法第 218 条第 1 項の規定により、小山市
一般会計補正予算について、議会の議決を求めるもの
補正予算額　4 億 9,376 万 8 千円
補正後予算総額　639 億 7,085 万円
〇歳入内訳（単位：千円）
固定資産税 247,176、地方消費税交付金 320,000、
年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業費補
助金 390,000、畜産競争力強化対策整備事業費
補助金 200,900、工業振興資金融資預託金回収
金 △ 111,600、前年度繰越金 122,029、市債 △
678,800、その他 4,063
〇歳出内訳（単位：千円）
財政調整基金積立金 122,765、国民健康保険特別
会計繰出金 252,025、年金生活者等支援臨時福祉
給付金給付事業費 412,267、畜産クラスター事
業費 200,900、基盤整備促進（農道）事業費 △
123,000、公共土木施設災害復旧事業費（市道） △
141,446、その他 △ 229,743

平成 28 年 第 1 回小山市議会定例会報告
市議会定例会が、2月 17 日㈬から 3月 15 日㈫まで開催されました。今回、議会で審議された主なものを紹介します。

問市民税課☎22－9424

※源泉所得税のように、税額の計算や年末
調整等を行う必要はありません
※従業員が常時10人未満の事業所は、申請
により納期を年2回とする制度もあります

～特別徴収制度の仕組み～
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交通事故などで国保を使う場合は
必ず届出をしてください！

（第三者行為による傷病届）
　交通事故、ケンカ、他人の犬にかまれてケガをした場合など、自分以外の第三者
の行為が原因の傷病を国保で治療する場合は、国保年金課へ届出が必要です。（届出
を行わないと保険証は使えません。）
　その場合は、原則加害者（第三者）が負担すべき治療費をいったん国保で立替え、
後日加害者や加害者側の損害保険会社などに請求します。
※平成 28年 4月以降の交通事故については、加入されている損害保険会社で届出が出来る場合があ
　ります

●届出に必要なもの
①保険証②世帯主の印鑑③交通事故証明書
　　その他、診断書や医療費の請求書、相手方の加入する保険（自動車・自転車保険、個人賠償責任
　保険など）の情報など参考となる資料がある場合はお持ちください。
●届出の際の注意点
　・�同乗していた自動車が事故に遭い負傷した場合、相手（加害者）が家族や親戚の場合、自分に過
失がある場合などでも届出が必要です。

　・相手と示談する前に、国保年金課にご相談ください。
　・飲酒運転や無免許運転など、ご自身の不法行為が原因の場合は、国保は使えません。
●労働災害・通勤災害について
　　仕事中や通勤途中に負傷した場合は、原則として労災保険が国保に優先されて適用になるため、
　国保は使えません。
●負傷・疾病原因の問い合わせや届出の勧奨について
　　小山市国保では、医療費を適正に給付するため、医療機関からの請求内容により、届出のお願い
　や負傷・疾病原因についてお尋ねする場合があります。ご理解とご協力をお願いします。

年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）
支給のお知らせ

問臨時福祉給付金担当☎ 22−9851※申請期限内の平日 9:00 ～ 16:30

【支給対象者】　�平成 27 年度小山市臨時福祉給付金の対象になった方のうち、平成 28 年度中に 65
歳以上となる方 (昭和 27年 4月 1日以前に生まれた方 )

【支 給 金 額】　１人当たり 30,000 円
【申 請 期 限】　8月 1日㈪　(当日消印有効 )
【申 請 方 法】　�4 月下旬に、支給対象と思われる方宛に、「非課税のお知らせ」に申請書を同封し、

郵送いたしました。必要事項を記入のうえ、同封の返信用封筒にて郵送申請してくだ
さい。
　�なお、申告をしていない等の理由により申請書が郵送されなかった場合でも、65歳
以上で平成 27 年度市県民税が課税にならない所得の方 ( 市県民税課税者の扶養に
なっている方や生活保護を受給している方を除く )については給付金の対象となりま
す。該当する方は身分証明書と印かん (認印可 )、本人名義の通帳を持参のうえ、臨
時福祉給付金受付窓口（保健・福祉センター１階）にて申請をしてください。

　平成 28 年前半の個人消費の下支え等を目的とした、年金生活者等支援臨時福祉給付金の支給
が実施されます。対象となるのは平成 27 年 1月 1日の基準日において、小山市の住民基本台帳
に登録されていた下記の方々です。

問国保年金課☎ 22−9415



◆国営かんがい排水事業栃木南部地区着工（新規）
問農村整備課☎22－9821

　基盤整備された優良農地である思川西部地区の湛水
被害を解消するため、国営かんがい排水事業「栃木南
部地区」が今年度から事業着工となります。栃木県で
は29年ぶり、県南地域では初となる国営事業を実施
し、効率的で生産性の高い農地の確保を進めます。
◆排水強化対策（豊穂川・杣井木川等）（新規）

問建設政策課☎22－9825
農村整備課☎22－9263

　「平成27年9月関東・東北豪雨」による大規模浸水
被害対策として、豊穂川・杣井木川流域の排水強化対
策実施に向けた治水検討、および減災対策として「浸
水実績を用いた内水ハザードマップ」の作成・配付等
を行います。
◆地域防災強化（地域防災計画・水防計画・防災ガイ
ドマップ改訂、緊急速報メール構築、防災備蓄物資整
備）（新規）

問防災対策課☎ 39－6661
　過去の災害を踏まえ、スピード感のある災害対策を
進めます。また、日頃から「自助」「共助」「公助」に
よる被害の軽減に向けた備えを推進し、計画の改訂、
広報手段の拡充、物資の整備など、様ざまな角度から
地域防災力の向上を図ります。
◆小山駅周辺空き家有効活用事業（新規）

問建築指導課☎ 22－9824
　空き家の有効活用を図ることにより、周辺環境の悪
化の防止・防犯上の問題等の解決につなげることがで
きます。平成28年度は小山駅周辺の空き家の有効活
用について検討し、基本構想の策定等を予定していま
す。

◆キッズランドおやま（新規）
問子育て・家庭支援課☎22－9626

　ロブレビル5階に6カ月から小学生までの子どもた
ちが親子で楽しめる「キッズランドおやま」が民設民
営で5月1日にオープンします。市は事業者に対し遊
具設置費用および運営費の補助を行います。
◆おやまっ子開運子育てナビ導入管理事業（新規）

　問子育て・家庭支援課☎22－9604
　本サイトは総合的な子育て支援情報を提供するとと
もに、接種時期、種類が複雑な「予防接種」について、
スケジュールの自動作成や接種時期をメールでお知ら
せする「予防接種ナビ」を備えた情報サイトとし、ス
マートフォンを利用する若いお父さん・お母さんに子
育てを快適にしてもらえるように環境を整えます。
◆学童保育館施設整備事業（拡大）

問こども課☎22－9638
　昼間保護者のいない児童が安全に健やかに育つた
め、活動場所の確保および大規模学童保育クラブの適
正規模運営に向けた分離分割への対応として、本年度、
大谷東小第三学童保育館を大谷東小学校敷地内に設置
します。

平成28年度　小山市新規施策シリーズ（1）
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問…問合せ先

◆保育所等施設整備事業（新規）
問こども課☎22－9639

　新設する（仮称）東城南保育園および認定こども園
へ移行する私立幼稚園２カ所の施設整備に対し、事業
の実施に要する施設整備費を補助し、高まる保育需要
に対応します。
◆認定こども園等施設型給付事業（拡大）

問こども課☎22－9615
　平成27年４月から認定こども園、幼稚園、保育所
に対する財政支援を共通化し、施設型給付費として給
付していますが、新たに早蕨幼稚園、梅ヶ原幼稚園、
みのり幼稚園が子ども子育て支援新制度による園へと
移行し施設型給付の対象となります。
◆子どもの貧困対策事業（拡大）

問子育て・家庭支援課☎22－9604
　市では、平成27年3月に県内に先駆けて策定した、
「子どもの貧困撲滅5か年計画」に基づき、学校・地域・
関係機関等が連携し、各種事業に取組んでいます。本
年度はスクールソーシャルワーカーを1名増員し、3
名体制とし、支援体制を強化します。
◆東京五輪直前キャンプ地誘致（新規）

問生涯スポーツ課☎21－2695
　オーストラリアのケアンズ市との姉妹都市関係を契
機に、また日本のマルチスイマー萩野公介選手の出身
地であることから、世界屈指の強豪オーストラリア競
泳チームの直前キャンプ地誘致を進めます。
（仮称）とちぎフットボールセンター整備基本計画策
定（新規）

問生涯スポーツ課☎21－2695
　小山市渋井の白鷗球場北側に、照明付人工芝2面、
天然芝1面、2階建てクラブハウスと駐車場を整備し、
サッカーをはじめとするスポーツの振興を目指しま
す。また市民の命を守る防災広場としても活用します。
◆宇都宮大学小山サテライトプラザ（新規）

問総合政策課☎22－9218
　宇都宮大学との連携により、同大学の高度な知的資
源を活用し、学生と市民、行政が共に地域の課題を研
究し、地域の未来を描くための教育研究拠点の充実を
図ることを目的に、ロブレビル6階「みらいラウンジ」
内に「宇都宮大学小山サテライトプラザ」を設置しま
す。
◆地域医療推進事業（拡充）

問地域医療推進室☎27－0500
　市、市民、医療関係者等が一体となり、地域完結型
医療提供体制の構築に向けた取組みを進めます。「健
康医療大学」の開催や各種事業を通じた地域医療に対
する啓発や将来、市内医療機関に就業する看護学生に
対する「看護師就業奨励金」の交付などを行います。
◆旧市民病院跡地活用事業（拡充）

問地域医療推進室☎27－0500
　新小山市民病院が移転した後の病院施設を活用し
て、公募選定した民間医療法人が、介護老人保健施設
および外来診療所を整備するとともに、栃木県が回復
期病床を公募した際に応募し、法人自らが病床を確保
することで回復期リハビリテーション病院の整備を行
うものです。今年度は、外来診療所の早期開設、老朽
化または耐震性が不足する北棟・検査棟・中棟等の解
体工事に着手します。

　　市民生活の安全・安心・健康づくり、
医療・福祉対策、教育の推進

市民の生命・財産を守り、
地域の安全・安心な暮らしのために

子育て支援・社会保障・保健・スポーツ・
健康づくり・医療対策の充実のために
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小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

小山中心に定住自立圏
～医療、産業振興など連携～

　小山市と下野市、野木町、茨城県結城市は４月７日、
小山市を「中心市」とする県境を越えた「小山地区定
住自立圏形成協定」の合同調印式を小山市役所で開き
ました。
　協定は、総務省の「定住自立圏構想」に基づく取り
組みです。定住自立圏は、人口減と少子高齢化が進む中、
経済や生活圏を共にして、歴史的にも文化的にも密接
な関係にある中心市と周辺の自治体が圏域を作り、圏
域全体で経済発展や定住環境を整備して人口流出を防
ぐのを目的としています。

　 今 後 10
月 を め ど
に、４市町
の民間、地
域代表者ら
約 15 人 で
つくる共生
ビジョン懇
談会で生活
基盤の整備
のほか、産
業振興、交

通インフラ整備や地域医療、子育て、介護、職員の人
材育成などの分野で協定に基づく具体的な政策や圏域
の将来像をまとめた「共生ビジョン」を連携して策定し、
国に報告、具体的に事業を始めます。
　連携事業に対して、国は５年間、小山市に年間最大
で約 8,100 万円、３市町に同 1,500 万円を交付します。
　調印式には小山市、下野市、野木町、茨城県結城市
の各市町長が一堂に会し、中心市を担う小山市と他の
３市町が順番に１対１で協定に署名しました。
　３市１町は、人口規模で 30 万３千人、面積は約 342
㎢となります。
　人口が 30 万人を超えるスケールメリットを生かし、
構成市町が有する豊かな地域資源を最大限に活用して
連 携 事 業 や 行
政 の 効 率 化 を
進 め、 住 み た
い、 住 み 続 け
た い と 住 民 が
幸 せ を 実 感 で
き る 定 住 自 立
圏 を 作 っ て ま
いります。

下野市

小山市
結
城
市

野
木
町

定住自立圏　
構想を進める

４市町

４月７日午後、小山市役所で

春の風物詩「渡良瀬遊水地」ヨシ焼き
　3 月 26 日、ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水地
で恒例のヨシ焼きが行われました。春の風物詩を一目

見ようと詰め掛けた多くの写真愛
好家が燃え上がる炎をカメラに収
めていました。
　今年は、ヨシ焼き開始を前に生
井桜づつみで、初めての「火入れ
安全祈願式」も実施。渡良瀬遊水
地開運太鼓が演奏される中、ヨシ
焼きの火入れが行われました。

渡良瀬遊水地産のヨシを活用
　3 月 26 日、渡良瀬遊水地の地域資源をいかし、生
井地区の活性化につなげようと生井地区わがまちげん
き発掘事業「ヨシ舟製作」が、生井公民館で行われま
した。地元の男性約 40 人が参加し、各地でヨシ舟作
りのワークショップ
を開いている長崎市
の探検家石

い し か わ

川仁
じ ん

さん
らの指導のもと、力
を合わせて２艘の舟
を完成させました。
東松島市派遣職員帰庁式
　3 月 31 日、東日本大震災復興支援の一環で昨年４
月から宮城県東松島市に派遣されていた塚

つ か は ら ひ ろ ふ み

原弘史さん
の帰庁式を実施。市は、震災直後から宮城県大崎市と
東松島市に職員を派遣。2013 年４月からは東松島市
に１年間の長期派遣を行うなど、避難所や仮説住宅の
支援から税務業務など計 199 人の職員を派遣してき

ました。帰庁式で、塚原さん
は「今回で派遣支援業務は終
了となりますが、今後も被災
地への貢献になることを続け
たい」と報告しました。

「おやま千本桜まつり」開催
　3 月 19 日から 4 月 17 日まで、「お
やま千本桜まつり」が行われ、市内の
各地区で様ざまなイベントが実施され
ました。トップを切って４月２日に開
催された「ままだふるさとまつり」で
は、ステージイベント等が行われ、満
開の桜の下多くの人で賑わいました。

　４
月
２
日
、
羽
川
に
完
成
し
た
「
小
山
市

桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
マ
ル
ベ
リ

ー
館
）」
の
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
桑
出
張
所
の

老
朽
化
な
ど
に
伴
い
移
転
新
築
。
中
央
図
書

館
桑
分
館
や
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
桑

絹
、
子
育
て
支
援
室
、
公
民
館
、
出
張
所
の

各
種
機
能
を
持
つ
複
合
施
設
。
２
階
に
は
、

た
め
池
100
選
に
も
選
ば
れ
た
す
ば
ら
し
い
大

沼
を
一
望
で
き
る
展

望
デ
ッ
キ
も
設
置
。

記
念
式
典
で
は
、
約

200
人
の
皆
さ
ん
が
出

席
し
、
大
久
保
市
長
、

関
議
長
等
が
マ
ル
ベ

リ
ー
館
前
の
車
寄
せ

に
桑
地
区
の
シ
ン
ボ

ル
「
し
だ
れ
桑
」
を

記
念
植
樹
し
ま
し
た
。
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かんぴょう
にんじん
木綿豆腐
鶏ひき肉
白だし
砂糖
みりん
酒
水
　　たまご
　　すりごま
　　片栗粉
金ごま
サラダ油
ごま油
ポン酢
枝豆
　　片栗粉
　　水

★材料（4人分） ★作り方
「かんぴょう入り

豆ふハンバーグ」
①

②

③

④

⑤

⑥

かんぴょうを水で戻す。にんじんを粗めにすり
おろす。豆腐の水切りをする。
かんぴょうをざるにあげて水気を切り細かく刻
む。かんぴょう、にんじん、鶏ひき肉、白だし、
砂糖、みりん、酒、水を加えて煮込む。10分
から15分煮込み、味が染み込んだら煮汁をこ
して、具と分け冷ます。
冷ました具、豆腐、Aを合わせ、よく混ぜたら
少々寝かせる。
③を食べやすい大きさに丸め、片面に金ごまを
まぶす。中火で熱したフライパンに、サラダ油、
ごま油をひき、焼き上げる。
②で残った汁の中にポン酢を入れ、熱したら枝
豆を入れる。一度火を止めて水溶き片栗粉を入
れてよく混ぜる。とろみがついたらもう一度熱
して全体的に透明感が出たら、あんかけの出来
上がり。
焼きあがったハンバーグをお皿に乗せ、⑤をか
けたら出来上がり。

＊メインにした小山の食材
　かんぴょう
＊「食べて開運！健康料理」
について、工夫したところ・
ＰＲしたいこと
　かんぴょうをたくさんつか
うことで、かんぴょうの食感
を楽しめるようにしました。

20ｇ
50ｇ
1丁
80ｇ

大さじ 3
小さじ 1
大さじ 1
大さじ 1

300 ～ 400ml
L1 個
5ｇ

大さじ 1
少々

大さじ 1
大さじ 1
大さじ 2

30～ 40粒
大さじ 1
40ml

A

｝

第14回おやま健康料理コンクール
～こども部門　最優秀賞～

問健康増進課☎22‒9525

★栄養価（1人分）
エネルギー たんぱく質 脂質 カルシウム 鉄 ビタミンA ビタミンB1 ビタミンB2 ビタミンC 食塩相当量
260kcal 13.8g 15.1g 173mg 2.0mg 116㎍ RE 0.13mg 0.16mg 2mg 1.9g

｝
活
動
内
容
•
加
入
の
問
合
せ

小
山
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

高
齢
生
き
が
い
課
☎
22
９
６
１
７

末
広
ク
ラ
ブ

80

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　当
会
、
末
広
ク
ラ
ブ
は
、
発
展
著
し
い
城
南
地
区

の
一
角
に
位
置
し
た
西
城
南
４
丁
目
に
あ
り
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
に
発
足
し
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
、

会
員
数
は
41
名
で
す
。
全
員
が
常
時
の
活
動
者
で
あ

る
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　活
動
内
容
は
会
則
に
定
め
た
目
標
以
上
の
達
成
に

努
め
て
い
ま
す
。
４
月
の
総
会
・
交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
・
年
３
回
の
例
会
・
社
会
奉
仕
活
動
・
小
山

地
区
老
連
主
催
行
事
・
社
協
行
事
・
思
桜
会
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
へ
の
参
加
は
も
と
よ
り
、
更
に
頑
張
っ
て
い

る
主
な
活
動
内
容
を
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

　会
費
は
０
円
。
年
２
回
の
豪
華
な
食
事
会
（
参
加

費
千
円
）
を
、
発
足
当
時
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

会
の
運
営
費
、
食
事
会
の
資
金
源
は
毎
月
の
会
員
か

ら
の
資
源
ゴ
ミ
（
ア
ル
ミ
缶
、新
聞
紙
、雑
誌
、段
ボ
ー

ル
等
）
の
提
供
と
、そ
の
回
収
に
よ
る
売
上
金
で
賄
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
高
齢
期
を
共
に
生
き
て
い

く
仲
間
づ
く
り
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
、
相
互
に

支
え
合
う
友
愛
活
動
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
々
、
仲
間
の
絆
を
よ
り
一
層
強
く

す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
大
変
重
要
で
意
義
深
い

も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ク
ラ
ブ
と
し
て
の
今
後
の
目
標

は
、
こ
れ
ら
の
事
を
長
く
継
続
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
欲
張
っ
た
計
画

は
挫
折
し
ま
す
。
現
状
に
わ
ず
か

な
も
の
を
加
え
る
程
度
で
充
分
で

す
。
会
員
の
勧
誘
を
促
進
し
な
が

ら
、
高
齢
者
に
と
っ
て
安
全
で
、
安

心
な
住
み
や
す
い
所
と
な
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

会
長

　
益
子

　
康
利

⑥

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
よ
り

問
総
合
政
策
課

☎
2
2
９
３
５

　皆さん、こんにちは。今回はシンガポールの
EXPO 会場で 2016 年 3 月 10 日～ 13 日まで
開催された「The Decor Show（ザ・デコール・
ショー）2016」に出展した小山の伝統工芸品に
ついてご紹介します。この展示会は、年に 1回
シンガポールで開催され、今年は 33 回目を迎
える歴史と実績のある東南アジア最大級のイン
テリア国際見本市です。小山市は多くの素晴ら
しい伝統工芸品がありますが、今回はユネスコ
無形文化遺産に登録された結城紬と真綿を使っ
た「本場結城紬座布団」、県の伝統工芸品である
「間々田紐」、全国一の生産量を誇る県の特産品
のかんぴょうと結城紬を使用した「かんぴょう
スピーカー」の三点が全国各地から厳選された
伝統工芸品と共に出展されました。
　今回の出展は、伝統工芸品として出展するだ

けではなく、海外に新たな販路を開拓するため
のテストマーケティングの機会でもありました。
　出展された伝統工芸品は海外のバイヤーから
の反応も良く、商談に進展するものもあり、初
めての試みでしたが大きな成果を得ることがで
きました。
　日本の魅力を海外で発信することは、現地に
影響を与えるだけでなく、海外のお客様を日本
に呼び込むインバウンドとしての重要な要素に
なります。東京オリンピックを始め、日本の和
食がユネスコ無形文化遺産に登録されるなど、
日本は今まで以上に海外から注目さ
れています。日本の伝統工芸品を活
かした観光＋物産 +食の取り組み
が、海外から大きな期待を寄せられ
ることでしょう。　　　堀江　和美
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天
体
観
望
会
「
お
お
ぐ
ま
座
を
み

つ
け
よ
う
～
木
星
を
み
よ
う
～
」

日
時

　５
／
14
㈯
19
時
半
～
21
時

会
場

　生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他

　中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
1
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
で
要
確
認
）。

◆
当
日
11
時
～
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
も
実
施
。

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

春
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
教
室

日
時

　５
／
10
か
ら
毎
週
火
曜
日

全
３
回
10
時
～
正
午

会
場

　小
山
運
動
公
園
内
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

定
員

　市
内
在
住
者
・
先
着
20
人

参
加
料

　千
円
（
保
険
料
含
む
）

申
込
み

　５
／
６
㈮
ま
で
の
平
日
10
時

～
17
時
に
参
加
料
を
添
え
て
市
体
育
協
会

問
小
山
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
会
長
☎
�
２
８
９
０

第
12
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時

　９
／
25
㈰
８
時
半
～
15
時
半

会
場

　県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

対
象

　県
内
在
住
で
12
歳
以
上
の

身
体
・
知
的
障
害
者

募
集
競
技

　陸
上
競
技
、
卓
球
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
、
水
泳
、
サ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
等

申
込
み

　５
／
18
㈬
～
６
／
１
㈬
に
福

祉
課
☎
�
９
６
２
４
・
ＦＡＸ
�
２
３
７
０

※
学
校
や
施
設
等
に
所
属
す
る
方

は
、
各
所
属
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
・

ＦＡＸ
０
２
８
・
６
２
４
・
２
７
６
１

第
４
回
交
通
安
全
ペ
ア
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

期
日

　５
／
27
㈮

会
場

　総
合
公
園
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象

　小
山
警
察
署
管
内
在
住
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者

種
目

　①
ペ
ア
ー
（
男
女
）
の

部
、
②
ダ
ブ
ル
ス
（
男
女
別
）
の

部
、
③
お
し
ど
り
の
部
（
夫
婦
）

参
加
料

　１
組
千
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み

　５
／
10
㈫
ま
で
に
市
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

青
柳
ＦＡＸ
�
１
４
０
１

臨
時
保
育
士
採
用
説
明
会

日
時

　５
／
21
㈯
10
時
～
正
午

会
場

　保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

小
学
校
教
諭
、
養
護
教
諭
の
免
許

状
を
有
す
る
方

※
当
日
、
登
録
を
希
望
す
る
方
は

履
歴
書
と
保
育
士
証
等
の
コ
ピ
ー

を
持
参
。
面
接
・
作
文
・
実
技
の

試
験
有
。
説
明
の
み
の
参
加
も
可

申
込
み

　事
前
に
こ
ど
も
課
☎
�

９
６
１
４
・
９
６
１
５

卓
球
協
会
練
習
会
の
お
誘
い

日
時

　毎
月
第
２
土
曜
日
14
時
～
16
時
半

会
場

　勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象

　小
学
校
高
学
年
以
上

参
加
料

　大
人
200
円
・
小
中
学
生

100
円
（
１
回
）

※
申
込
不
要
・
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
有

問
市
卓
球
協
会
新
藤
☎
０
８
０
・
５

４
１
２
・
６
１
６
４
（
夜
間
の
み
）

ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
・
卓
球
教
室

日
時

　5
／
21
か
ら
毎
週
土
曜
日

全
５
回
10
時
～
正
午

会
場

　勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

定
員

　市
内
在
住
の
小
学
校
３
年

生
以
上
・
先
着
20
人

参
加
料

　千
円
（
保
険
料
含
む
・

当
日
徴
収
）

持
ち
物

　上
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
、

タ
オ
ル
等

　※
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
有

申
込
み

　５
／
18
㈬
ま
で
の
平
日

８
時
半
～
17
時
に
市
体
育
協
会
☎

�
５
８
５
６

第
１
回
短
期
体
操
教
室

日
時

　７
／
１
か
ら
毎
週
金
曜
日
全

３
回
①
15
時
～
15
時
50
分
（
４
～
６
歳
）

②
16
時
～
17
時
（
小
学
校
１
・
２
年
生
）

会
場

　県
立
県
南
体
育
館

定
員

　①
②
と
も
各
先
着
20
人

内
容

　低
鉄
棒
、
マ
ッ
ト
運
動
、
跳
び
箱

参
加
料

　２
千
円
（
保
険
料
含
む
）

申
込
み

　６
／
１
㈬
～
15
㈬
の
平

日
10
時
～
17
時
に
参
加
料
を
添
え

て
市
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

※
６
／
１
㈬
10
時
の
時
点
で
参
加
者

が
20
人
を
超
え
て
い
る
場
合
抽
選

夏
季
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時

　６
／
21
か
ら
毎
週
火
曜
日
全

４
回
10
時
～
正
午
（
受
付
9
時
45
分
）

会
場

　県
立
県
南
体
育
館

定
員

　市
内
在
住
者
・
先
着
10
人

参
加
料

　千
円

申
込
み

　５
／
２
㈪
～
６
／
10
㈮

の
平
日
10
時
～
17
時
に
参
加
料
を
添

え
て
市
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

問
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
代
表

伊
澤
☎
�
７
８
０
３

小
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日
時

　５
／
７
か
ら
９
／
24
の
毎

週
土
曜
日
19
時
～
21
時

会
場

　市
内
体
育
館
（
予
定
）

対
象

　小
学
校
３
年
生
以
上

参
加
料

　３
千
円
（
当
日
徴
収
）

問
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
山
中

☎
０
９
０
・
１
７
９
５
・
０
９
２
６

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
、
４
年

生
の
部
に
参
加

参
加
料

　１
種
目
に
つ
き
小
・
中

学
生
200
円
、
高
校
生
・
一
般
400
円

申
込
み

　５
／
12
㈭
～
６
／
２
㈭
の

平
日
10
時
～
17
時
に
申
込
書
と
参
加
料

を
添
え
て
市
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

小学生
男子

（4 ～ 6 年）100m、共通 1,000m、共通 4
×100mR、共通走高跳、共通走幅跳

小学生
女子

（4 ～ 6 年）100m、共通 1,000m、共通 4
×100mR、共通走高跳、共通走幅跳

中学生
男子

100m、1,500m、4×100mR、走高
跳、走幅跳、砲丸投

中学生
女子

100m、800m、4×100mR、走高跳、
走幅跳、砲丸投

高校一般
男子

100m、400m、800m、1,500m、5,000m、
4×400mR、走高跳、走幅跳、砲丸投

高校一般
女子

100m、400m、1,500m、5,000m、
走高跳、走幅跳、砲丸投

第
53
回
市
総
合
選
手
権
大
会（
陸
上
競
技
）

日
時

　６
／
18
㈯
９
時
競
技
開
始

会
場

　小
山
運
動
公
園

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ

２
０
１
６
栃
木
県
予
選
会

シ
ル
バ
ー
作
品
展

　５
／
18
㈬

～
22
㈰
・
と
ち
ぎ
健
康
の
森
２
階

（
宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７-

１
）

水
泳
交
流
大
会

　５
／
22
㈰
・
県

立
温
水
プ
ー
ル
館

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
交

流
大
会

　５
／
22
㈰
・
小
山
運
動

公
園
内
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

※
５
／
６
㈮
～
29
㈰
に
県
内
各
地

で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

問
高
齢
生
き
が
い
課
☎
�
９
６
１
７

小
山
市
駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー
祭
り

日
時

　５
／
22
㈰
10
時
～
16
時

会
場

　同
セ
ン
タ
ー
（
駅
南
町
２

-

11-

５
）
　※
無
料

内
容

　工
作
、
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
等

※
参
加
者
（
子
ど
も
）
全
員
に
カ

キ
氷
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
５
９
４

知
的
障
害
者
動
く
知
更
相（
巡
回
相
談
）

日
時

　６
／
27
、
10
／
24
、
平
成

29
年
２
／
27
の
月
曜
日
10
時
～

会
場

　保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

対
象

　18
歳
以
上
で
療
育
手
帳
の

再
判
定
希
望
の
方
10
人
程
度

内
容

　療
育
手
帳
の
再
判
定
、
そ

の
他
相
談
な
ど

持
ち
物

　療
育
手
帳
、
身
体
障
害

者
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

※
１
カ
月
前
ま
で
に
事
前
予
約
が

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動 

７
㎞

日
時

　６
／
５
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス

　足
利
駅
（
北
口
）
→
太

平
記
館
→
足
利
学
校
→
鑁
阿
寺（
休

憩
）
→
織
姫
公
園
（
休
憩
）
→
渡

良
瀬
橋
→
下
野
国
一
社
八
幡
宮（
休

憩
）
→
足
利
駅
（
北
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

親
子
で
遊
ぼ
う
家
庭
の
日

日
時

　５
／
15
㈰
10
時
～
15
時

会
場

　総
合
公
園
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象

　子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

参
加
料

　100
円
（
保
険
料
含
む
、

小
学
生
以
上
、
返
金
不
可
）

内
容

　折
り
紙
、
紙
ト
ン
ボ
、
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等

※
雨
天
時
は
、
内
容
を
縮
小

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５
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「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　総
務
省
と
経
済
産
業
省
が
「
経
済

セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び

企
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
調
査
票
は
、

県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
直
接
配

布
す
る
か
、
国
が
郵
送
し
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
２

「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　県
内
100
地
区
を
対
象
に
６
月
と

７
月
の
２
回
に
渡
り
「
国
民
生
活
基

礎
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
身
分
証

を
携
帯
し
た
調
査
員
が
、
対
象
地
区

の
お
宅
に
直
接
お
伺
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
県
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
栃
木
県
健
康
増
進
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
０
９
４

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談

　栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者

や
家
族
等
か
ら
の
苦
情
や
相
談
を

適
切
に
解
決
す
る
た
め
、
助
言
・

相
談
・
調
査
・
あ
っ
せ
ん
・
知
事

へ
の
通
知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
委
員
会
☎
０
２
８
・
６
２
２
・
２
９
４
１

わ
た
し
の
市
民
便
利
帳
２
０
１
６

　市
の
行
政
情
報
と
地
域
情
報
を

掲
載
し
た
「
わ
た
し
の
市
民
便
利

帳
２
０
１
６
」
を
順
次
、
各
ご
家

庭
に
配
布
し
ま
す
。

問
（
内
容
に
つ
い
て
）
市
民
生
活

課
☎
�
９
２
８
７
／
（
配
布
に

つ
い
て
）
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
☎

０
２
８
・
６
３
２
・
９
７
１
１

５
月
12
日
は
民
生
・
児
童
委
員
の
日

　小
山
市
で
は
290
人
の
民
生
・
児

童
委
員
が
、
地
域
福
祉
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

　福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
相
談
、
高
齢
者
・
子
育
て
家

庭
等
の
見
守
り
と
支
援
活
動
等

※
訪
問
す
る
民
生
・
児
童
委
員
は
、

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
２

募

集

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈫

　納
税
は
金
融
機
関
、
郵
便
局
の

他
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
身

障
が
い
者
の
方
は
、
一
定
の
要
件
の

も
と
に
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２
�
３
４
１
１

野
外
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
一

般
家
庭
は
ご
み
収
集
所
へ
出
す
、

会
社
で
あ
れ
ば
業
者
へ
委
託
す
る

な
ど
し
て
、
野
外
焼
却
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
７
６

必
要
。
再
判
定
に
は
約
１
～
２
時

間
か
か
り
ま
す

問
福
祉
課
☎
�
９
６
２
９

国
立
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
室
内
合
唱

団
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

　７
／
22
㈮
18
時
半
開
演

会
場

　文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

　全
席
指
定
２
千
500
円

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
校
説
明
会

◆
小
・
中
学
部
合
同
７
／
７
㈭

◆
小
学
部
８
／
24
㈬
、
10
／
12
㈬

◆
中
学
部
８
／
26
㈮
、
10
／
３
㈪

◆
高
学
部
７
／
１
㈮
・
28
㈭
、
11
／
24
㈭

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

６
／
22
㈬
、
10
／
28
㈮
、
12
／
15
㈭

学
校
行
事
　◆
運
動
会
5
／
21
㈯

◆
お
お
ぞ
ら
祭
11
／
５
㈯

申
込
み

　未
就
学
児
は
学
校
教
育

課
☎
�
９
６
５
５
、
小
・
中
学
生

は
通
学
し
て
い
る
学
校
へ

問
同
校
☎
�
５
１
２
１

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

早
期
教
育
相
談

　未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
教
育
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
時

　平
日
９
時
～
16
時
半

※
相
談
・
検
査
等
無
料
。
秘
密
厳
守

学
校
行
事
　

①
部
門
共
通

　学
校
公
開
６
／
29

㈬

　し
ら
さ
ぎ
祭
11
／
19
㈯

②
肢
体
不
自
由
教
育
部
門

　学
校
見

学
会
７
／
12
㈫

　体
験
学
習
10
／
19

㈬
（
小
学
部
）、10
／
21
㈮
（
中
学
部
）、

９
／
16
㈮
・
11
／
24
㈭
（
高
等
部
）

問
同
校
☎
０
２
８
２
�
７
５
７
５

お
や
ま
地
区
大
卒
等
合
同
企
業
説
明
会

日
時

　６
／
３
㈮
13
時
～
16
時

会
場

　小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

対
象

　平
成
29
年
３
月
大
学
等
卒
業

予
定
者
お
よ
び
卒
業
後
３
年
以
内
の
方

※
申
込
不
要
。
参
加
無
料
。
当
日

は
履
歴
書
持
参

問
小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
�
７
１
２
７

大
谷
公
民
館
前
期
講
座

◆
ふ
る
さ
と
大
谷
探
見

　６
／
21

㈫
か
ら
全
４
回
13
時
半
～
15
時
半

（
最
終
回
は
全
日
）▽
20
人
▽
無
料

◆
は
じ
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

　６

／
21
㈫
か
ら
全
５
回
10
時
半
～
正

午
▽
20
人
▽
無
料
◆
シ
ニ
ア
の
貴

方
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
仲
間
入

り

　８
／
２
㈫
・
３
㈬
13
時
半
～

15
時
▽
シ
ニ
ア
の
方
10
人
▽
無
料

◆
癒
し
の
オ
カ
リ
ナ

　６
／
16
㈭

か
ら
全
５
回
13
時
半
～
15
時
半
▽

15
人
▽
無
料
◆
初
心
者
向
け
ハ
イ

キ
ン
グ

　６
／
６
㈪
８
時
20
分
～

16
時
40
分
▽
36
人
▽
千
円
▽
八

方
ヶ
原
約
４
㎞
◆
女
性
学
級

　６

／
10
㈮
か
ら
全
10
回
９
時
半
～
11

時
半
▽
女
性
45
人
▽
実
費
◆
男
性

学
級
ク
ー
ル
de
ム
ッ
シ
ュ

　６
／

10
㈮
か
ら
全
９
回
10
時
～
正
午
▽

男
性
20
人
▽
実
費
◆
ふ
れ
あ
い
学

級（
高
齢
者
学
級
）
　６
／
10
㈮
か

ら
全
10
回
９
時
半
～
11
時
半
▽
高

齢
者
40
人
▽
実
費

申
込
み

　５
／
12
㈭
９
時
か
ら
同

館
窓
口（
各
講
座
、
先
着
順
。
電
話

申
込
は
13
時
か
ら
）☎
�
０
０
０
４

中
公
民
館
講
座

◆
男
子
ご
は
ん
講
座

　6
／
28
㈫

か
ら
全
８
回
10
時
～
13
時
▽
20
人

▽
5
千
円

申
込
み

　５
／
31
㈫
ま
で
に
同
館

☎
�
０
０
０
２

豊
田
公
民
館
前
期
講
座

①
ハ
イ
キ
ン
グ
講
座

　5
／
27
㈮

▽
市
内
在
住
・
在
勤
者
35
人
▽
千

円
▽
日
光
市
方
面
約
７
㎞
②
料
理

講
座

　６
／
２
㈭
か
ら
全
４
回
９

時
半
～
12
時
半
▽
12
人
▽
３
千
円

③
骨
盤
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座

　６
／

３
㈮
か
ら
全
５
回
10
時
半
～
11
時

半
▽
市
内
在
住
・
在
勤
者
15
人
▽

500
円
④
豊
田
作
楽
学
級

　6
／
14

㈫
か
ら
全
10
回
９
時
半
～
11
時
半

▽
中
高
年
100
人
▽
千
円
⑤
豊
田
女

性
学
級

　6
／
25
㈯
か
ら
全
８
回

▽
30
人
▽
実
費

申
込
み

　①
５
／
13
㈮
か
ら
、
②

～
⑥
５
／
19
㈭
か
ら
同
館
窓
口

（
各
講
座
、
電
話
申
込
み
不
可
。

先
着
順
）
☎
�
１
０
０
２

間
々
田
公
民
館
前
期
講
座

◆
男
の
料
理
講
座

　６
／
２
㈭
か

ら
全
４
回
10
時
～
正
午
▽
16
人
▽

３
千
円
◆
切
り
絵
講
座

　６
／
２

㈭
か
ら
全
５
回
13
時
半
～
15
時
▽

10
人
◆
着
付
講
座

　６
／
３
㈮
か

ら
全
５
回
10
時
～
正
午
▽
10
人
◆

健
康
体
操
講
座

　６
／
７
㈫
か
ら

全
４
回
９
時
半
～
11
時
▽
20
人
▽

千
円
◆
60
代
か
ら
の
は
つ
ら
つ
ク

ラ
ブ

　６
／
10
㈮
か
ら
全
６
回
10

時
～
11
時
半
▽
30
人
▽
無
料
▽
館

外
研
修
の
み
９
時
～
17
時
（
実

費
）
◆
ハ
イ
キ
ン
グ
講
座

　６
／

13
㈪
８
時
～
17
時
▽
38
人
▽
500
円

▽
奥
日
光
◆
布
ビ
ー
ズ
の
ネ
ッ
ク

レ
ス
＆
プ
チ
コ
サ
ー
ジ
ュ
講
座

　

７
／
６
㈬
か
ら
全
３
回
９
時
半
～

11
時
半
▽
12
人
▽
500
円

申
込
み

　5
／
17
㈫
～
19
㈭
の
９

時
～
17
時
に
同
館
窓
口（
各
講
座
、

電
話
申
込
み
不
可
。定
員
超
過
時

は
抽
選
）☎
�
１
３
３
５

穂
積
公
民
館
講
座

◆
来
て
！
見
て
！
話
し
て
！
女
性

サ
ロ
ン
！
（
女
性
学
級
）
　５
月

～
平
成
29
年
２
月
の
全
６
回
▽
20

人
◆
も
の
づ
く
り
講
座

　６
／
９

㈭
か
ら
全
７
回
10
時
～
正
午
▽
15

人
▽
実
費
◆
基
礎
か
ら
学
ぶ
歌
の

レ
ッ
ス
ン

　６
／
３
㈮
か
ら
全
４

回
10
時
～
正
午
▽
15
人
▽
◆
料
理

講
座

　６
／
21
㈫
か
ら
全
６
回
9

時
半
～
12
時
半
▽
20
人
▽
実
費

申
込
み

　5
／
10
㈫
～
18
㈬
に
同

館
☎
�
2
０
０
4
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折
り
紙
が
育
む
人
と
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座（
初
級
）
　７
／
14
㈭
か
ら
全
５

回
14
時
～
16
時
▽
25
人
▽
500
円

②
折
り
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

６
／
18
㈯
10
時
～
正
午
▽
100
円
▽

「
夏
を
楽
し
む
、
ヒ
マ
ワ
リ
・
キ
ン

ギ
ョ
」
※
①
②
と
も
折
り
紙
持
参

申
込
み

　5
／
１
㈰
９
時
か
ら
車

屋
美
術
館
☎
�
０
９
６
８

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
第
38
期
生

学
習
年
限

　２
年
間
（
平
成
28
年

10
月
入
学
・
平
成
30
年
９
月
卒
業
）

対
象

　県
内
在
住
60
歳
以
上
（
平

成
29
年
３
／
31
現
在
）
で
地
域
活

動
に
意
欲
の
あ
る
方

応
募
期
間

　６
／
１
㈬
～
30
㈭

※
入
学
願
書
に
返
信
用
82
円
切
手

を
添
え
て
同
校
南
校
（
栃
木
市
神

田
町
９-

40
）
ま
た
は
高
齢
生
き

が
い
課

学
校
説
明
会
（
10
時
～
正
午
）

期
日

　１
回
目
５
／
18
㈬

　
　
　２
回
目
６
／
７
㈫

会
場

　同
校
南
校

問
同
校
南
校
☎
０
２
８
２
�
５
３
２
５

高
齢
生
き
が
い
課
☎
�
９
６
２
５

海
浜
夏
ま
つ
り

期
日

　７
／
９
㈯
～
10
㈰

内
容

　地
引
き
網
体
験
・
お
祭
り

広
場
・
プ
ー
ル
活
動
等

定
員

　栃
木
県
民
約
250
人

参
加
料

　大
人
６
千
円
・
高
校
生

４
千
500
円
・
中
学
生
３
千
700
円
・

小
学
生
３
千
500
円
・
３
歳
以
上
学

齢
前
２
千
700
円
・
３
歳
未
満
300
円

※
活
動
に
よ
り
追
加
料
金
有

申
込
み

　６
／
６
㈪
ま
で
に
ハ
ガ

キ
・
ＦＡＸ
・
電
話
・
メ
ー
ル
で
、
事

業
名
、
代
表
者
氏
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
全
参
加

希
望
者
の
氏
名
、
性
別
、
７
／
９

現
在
の
年
齢
（
学
年
）
を
と
ち
ぎ

海
浜
自
然
の
家
へ

〒
311-

1412
茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
336-

２

☎
０
２
９
１
�
４
０
０
４

ＦＡＸ
０
２
９
１
�
４
０
０
８

　

kaihin-info@
tm

f.or.jp

お
や
ま
の
ま
ち
de
開
運
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
穂
積
遊
ゆ
う
さ
ん
ぽ
み
ち
史
跡
探
索
コ
ー
ス
」

日
時

　５
／
14
㈯
９
時
道
の
駅
思

川
ワ
イ
ワ
イ
広
場
集
合

※
申
込
不
要

問
穂
積
公
民
館
☎
�
2
０
０
4

家
庭
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
研
修

「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
」

日
時

　６
／
１
㈬
・
23
㈭
、７
／
４

㈪
・
15
㈮
10
時
～
16
時

会
場

　栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
（
宇
都
宮
市
瓦
谷
町

1070
）

定
員

　70
人

申
込
み

　５
／
16
㈪
ま
で
に
生

涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
６
・
ＦＡＸ
�

９
６
９
６

男
女
共
同
参
画
地
域
活
動
推
進
講
座

期
間

　７
／
９
㈯
～
10
／
22
㈯
の

期
間
中
４
日
間

　※
無
料

会
場

　パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー

対
象

　男
女
共
同
参
画
地
域
推
進

員
、
地
域
で
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
こ
と
に
意
欲
の
あ
る
方
等

定
員

　30
人（
６
月
中
に
選
考
・
決
定
）

※
一
時
保
育
あ
り（
１
回
200
円
）

申
込
み

　5
／
20
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
添
え
て
男
女
共
同
参
画
課
☎

�
８
０
７
８

と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾
２
０
１
６

「
女
性（
わ
た
し
）の
力
を
活
か
す
！
」

期
日

　７
／
９
㈯
～
10
／
22
㈯
の

期
間
中
６
日
間

　※
無
料

会
場

　パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象

　審
議
会
や
自
治
会
等
の
社
会

的
な
場
に
参
画
す
る
意
欲
の
あ
る
女
性
、

自
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
考
え
て

い
る
女
性
（
い
ず
れ
も
60
歳
程
度
ま
で
）

定
員

　30
人（
６
月
中
に
選
考
・
決
定
）

※
一
時
保
育
あ
り
（
１
回
200
円
）

申
込
み

　5
／
20
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
添
え
て
男
女
共
同
参
画
課
☎

�
８
０
７
８

中
央
福
祉
医
療
専
門
学
校
特
別
講
座

日
時

　５
／
31
㈫
13
時
半
～
15
時

会
場

　同
校（
土
塔
234
‐
２
）

講
師

　三
遊
亭
円
楽
氏

　※
無
料

申
込
み

　同
校
☎
�
２
９
４
１

市
文
化
協
会
創
立
40
周
年
記
念

文
芸
作
品
集
出
品

　市
文
化
協
会
創
立
40
周
年
を
記
念

し
て
文
芸
作
品
集
を
出
版
し
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

部
門

　随
筆
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳

　※
応
募
締
切 

７
／
29
㈮

問
同
協
会
事
務
局
☎
�
９
６
９
４

小
山
市
あ
い
さ
つ
運
動
推
進
団
体

　積
極
的
に
あ
い
さ
つ
運
動
に
取

り
組
む
事
業
所
や
団
体
を
「
小
山
市

あ
い
さ
つ
運
動
推
進
団
体
」
と
し
て

登
録
し
、
そ
の
持
続
・
活
性
化
を
図

り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
あ
い
さ
つ
の
ま

ち
小
山
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

対
象

　市
内
事
業
所
、団
体
、自
治

会
、サ
ー
ク
ル
等

内
容

　登
録
証
・
ス
テ
ッ
カ
ー
・
の
ぼ

り
旗
を
配
付
し
、取
組
内
容
を
広
報
お

や
ま
や
市
HP
、イ
ベ
ン
ト
等
で
紹
介

問
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
７
１

「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
」
協
力
者

　県
で
は
、
県
内
在
住
の
満
16
歳

以
上
の
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
県
政
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　※
県
HP

「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
協

力
者
募
集
」の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か

ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い

問
栃
木
県
広
報
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
５
８

ラ
ム
サ
ー
ル
講
座

渡
良
瀬
遊
水
地
を
学
ぼ
う【
植
物
編
】

日
時

　5
／
20
㈮
９
時
～
正
午

会
場

　生
井
公
民
館
・
渡
良
瀬
遊

水
地（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
）

定
員

　先
着
20
人

内
容

　渡
良
瀬
遊
水
地
で
春
の
植

物
貴
重
種
探
し（
事
前
学
習
と
観
察
）

申
込
み

　5
／
16
㈪
ま
で
に
生
井

公
民
館
☎
�
４
０
０
４

市
営
住
宅
の
入
居
者

対
象

　市
内
在
住
・
通
勤
者
／
現

に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方
／
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
／
収
入
が
一

定
基
準
の
方
／
地
方
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
／
暴
力
団
員
で
な
い

方

　※
そ
の
他
資
格
や
応
募
箇
所

に
つ
い
て
は
要
問
合
せ

申
込
み

　５
／
27
㈮
ま
で
に
建
築

課
☎
�
９
２
１
２

桑
公
民
館
前
期
講
座

◆
季
節
の
寄
せ
植
え
講
座

　５
／

27
㈮
か
ら
全
3
回
13
時
半
～
15
時

▽
20
人
▽
４
千
500
円
◆
詩
吟
講
座

　6
／
１
㈬
か
ら
全
８
回
９
時
半

～
11
時
半
▽
15
人
▽
千
円
◆
ハ
イ

キ
ン
グ
講
座

　６
／
２
㈭
・
10
㈮

▽
各
40
人
▽
千
円
▽
群
馬
方
面
◆

ズ
ン
バ
講
座

　６
／
６
㈪
か
ら
全

４
回
▽
30
人
▽
500
円
◆
歌
声
の
つ

ど
い
講
座

　６
／
８
㈬
か
ら
全
６

回
10
時
～
11
時
半
▽
20
人
▽
千
円

◆
茶
道
講
座

　８
／
６
㈯
か
ら
全

６
回
▽
20
人
▽
２
千
円

申
込
み

　５
／
17
㈫
か
ら
参
加
料

を
添
え
て
同
館
窓
口
（
各
講
座
、

電
話
申
込
み
不
可
。
先
着
順
）
☎

�
４
５
４
５

小
山
高
専
公
開
講
座

◆
と
こ
と
ん
壊
そ
う
１（
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
の
分
解
）
～
最
先
端
の
パ
ソ
コ

ン
、
そ
の
中
身
を
分
解
し
よ
う
～
▽

５
／
７
㈯
10
時
～
正
午
▽
小
学
校

高
学
年
～
中
学
生
20
人
▽
無
料

◆
小
学
生
か
け
っ
こ
教
室
▽
５
／

21
㈯
10
時
～
12
時
半（
受
付
９
時
半

～
）▽
小
学
校
高
学
年
50
人
▽
無
料

申
込
み

　講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

フ
リ
ガ
ナ
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
あ
て

メ
ー
ル

　

kouza@
oyama-ct.ac.jp

ま
た
は
ＦＡＸ
⒇
２
８
８
０

問
同
校
☎
⒇
２
１
９
７

白
鷗
大
学
公
開
講
座
（
前
期
）・

大
学
院
公
開
講
座

期
間

　４
月
～
７
月

会
場

　白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ

ス
・
東
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
料

　（
大
学
）各
講
座
２
千

円
、（
大
学
院
）15
回
１
万
円

申
込
み

　ハ
ガ
キ
ま
た
は
ＦＡＸ
で
同

大
学
地
域
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
〒
323-

8585
小
山
市
大
行
寺

1117
）・
ＦＡＸ

�
８
９
８
９
・
☎
�
９
７
９
０

※
詳
細
は
大
学
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ

さ
い

R
oute Four Jazz O

rchestra

43
回
定
期
演
奏
会

　５
／
７
㈯
17

時
半
開
演（
17
時
開
場
）▽
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
入
場
無
料
▽

問
自
治
医
科
大
学
軽
音
楽
部

http://w
w

w
.jichi.ac.jp/usr/

gakuyu/RO
UTE4/route4top.htm

第
18
回
小
山
市
日
本
伝
統
文
化
音

楽
連
盟
春
季
大
会

　５
／
15
㈰
10

時
～
16
時
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
▽
吟
詠
、
尺
八
、
大
正
琴
、

着
付
け
等
▽
特
別
出
演
岩
下
淳
子

氏（
お
や
ま
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
）

▽
問
同
連
盟
清
住
☎
�
６
２
５
２

ガ
チ
コ
ン
～
THE
婚
活
２
０
１
６
～

　５
／
15
㈰
15
時
半
～
18
時
半（
受

付
15
時
～
）▽
食 K

ing Fun

▽
25

～
50
歳
の
未
婚
の
男
女
▽
男
性
35

人（
５
千
円
）・
女
性
35
人（
２
千
円
）

▽
問
小
山
商
工
会
議
所
青
年
部
事

務
局
☎
�
０
２
５
３

春
の
ば
ら
展

　５
／
20
㈮
～
22
㈰

10
時
～
16
時（
最
終
日
は
15
時
ま

で
）▽
道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館

▽
会
員
育
成
ば
ら
の
展
示
、
苗
・

切
り
花
等
の
販
売
、
テ
ー
マ「
心

と
き
め
く
バ
ラ
の
庭
」▽
入
場
無

料
▽
問
お
や
ま
ば
ら
会
坂
井
☎
�

３
５
７
７

第
21
回
ス
テ
ー
ジ
城
東
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　５
／
22
㈰
８
時
半
～

16
時（
雨
天
時
5
／
29
㈰
）▽
城
東

公
園
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希

望
者
は
5
／
15
㈰
ま
で
に
ＦＡＸ  
で
同

実
行
委
員
会
矢
内
ＦＡＸ
  �０
１
６
７

リ
ト
ミ
ッ
ク
を
楽
し
も
う

　５
／

27
㈮
①
11
時
～
11
時
20
分（
０
・
１

歳
）、②
11
時
35
分
～
11
時
55
分（
２
・

３
歳
）▽
こ
ば
と
保
育
園
▽
各
先
着

15
組
▽
講
師
：
天
野
式
リ
ト
ミ
ッ
ク

池
田
広
子
氏
▽
問
同
園
ミ
ッ
キ
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セ
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費
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問
伊
達
☎
�
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０
２

自動車事故被害者等への支援制度
◆自動車事故（被害･加害・自損を問いません）に遭われた方へ
～重度障害者介護料支給の制度のご案内～
対象者:自動車・オートバイ事故により、脳、脊髄、胸腹部臓器を損傷し、
後遺障害の程度が次に該当される方／常時要介護の方･月額58,570円～
136,880円、随時要介護の方･月額29,290円～ 54,000円が支給されます。
◆中学生までの交通遺児のために～育成資金貸付制度（無利子）のご案内～
対象者:保護者の方が自動車・オートバイ事故に遭われて亡くなられ
たり、重い後遺障害を残すこととなったご家庭の中学生以下の子ど
も／貸付金一時金155,000円･月額10,000円または20,000円･入学
支度金44,000円。返還方法は卒業後20年以内の均等払い。
※高校･大学等へ進学した場合は在学期間中返還猶予されます
 問NASVA自動車事故対策機構栃木支所☎028･622･9001

5月の
行政テレビ

　視聴にはテレビ
小山放送㈱のケー
ブルテレビへの加
入が必要となりま
す。
　デジタル101ch
を選局ください。
問秘書広報課
☎22-9353

時期 市役所からこんにちは 6:00 9:00 12:30 15:00 18:00 21:00 0:00

上旬
■キッズランドおやま / 子育て・家庭支援課
■臨時福祉給付金 / 福祉課　等

中旬
■子育て支援情報/こども課　■総合事業と高
齢者サポートセンター /高齢生きがい課　等

下旬
■いきいき百歳体操/高齢生きがい課
■ひとくち健康メモ「高血圧」/健康増進課　等

月間 ■ イ ベ ン ト 情 報/秘 書 広 報 課 ■ 英 会 話 講 座
「G'day OYAMA」/国際交流員　等 ※詳細は市HPをご参照ください

議会報告会を開催
開催日 時　間 会　場

５/16 ㈪
18:30 ～

20:00

小山城南市民交流センター
間々田市民交流センター
桑市民交流センター

５/17 ㈫
18:30 ～

20:00

大谷公民館
穂積公民館
絹公民館

問小山市議会事務局
　☎ 22－9463

関東職業能力開発大学校セミナー
問同校援助計画課☎31－1733 

コース名 実施日 定員 受講料
実践機械設計製図

（図面解読と設計検討）
6/8.15.22（昼 3 日）
9:30 ～ 16:10 10 ¥10,600

3 次元 CAD モデリング技術
（Inventor）

6/25.7/2（昼 2 日）
9:00 ～ 17:30 15 ¥12,500

機械設計技術者のためのフライ
ス盤実践技術

6/24.7/1（昼 2 日）
9:30 ～ 16:10 10 ¥8,700 

生産現場や生産工程問題点の発
見と改善検証

6/11.18（昼 2 日）
9:30 ～ 16:10 10 ¥13,400 

有接点シーケンス制御による電
動機制御の実務

6/11.18（昼 2 日）
9:00 ～ 17:30 10 ¥11,000 

CAN インターフェース技術 6/11.18.25（昼 3 日）
9:30 ～ 16:10 10 ￥12,500

実践的 PLC 制御技術
（FA 制御編）

6/30.7/1（昼 2 日）
9:30 ～ 16:10 10 ¥7,200 

オペアンプの特性と応用回路設
計技術

6/18.25（昼 2 日）
9:30 ～ 16:10 10 ¥9,300 

木造架構と間取りの整合性によ
る建築設計実践技術

6/4.11（昼 2 日）
9:30 ～ 16:10 10 ¥6,800 

効率的な施工図作成実践技術
JW-CAD 編

6/4.11.18（昼 3 日）
9:30 ～ 16:10 10 ¥9,800 

製造現場の問題発見・真因追及
力向上（なぜなぜ分析徹底活用）

6/20.21（昼 2 日）
9:30 ～ 16:10 20 ￥9,000

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休

み
海
外
研
修
交
流
事
業

日
程

　７
／
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㈮
～
８
／
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㈰

（
８
～
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日
間
）

内
容
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ー
ム
ス
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イ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、

英
語
研
修
、
地
域
見
学
等

研
修
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国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

サ
イ
パ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
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ィ

ジ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル

対
象

　小
学
校
３
年
生
～
高
校
３
年
生

参
加
費

　25
～
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万
円

説
明
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　５
月
下
旬
・
全
国
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都
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入
場
無
料
・
予
約
不
要
）

申
込
締
切

　５
／
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㈭
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は
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／
９
㈭

※
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程
、対
象
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込
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切
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ま
す
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財
）国
際
青
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年
研
修
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会
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１
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・
９
７
２
１



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（予約制）
日　時　6月 27日㈪
受　付　計測のみの方 9:00 ～ 11:00
　　　　相談ありの方
　　　　① 9:00 ～　② 9:30 ～
　　　　③ 10:00 ～　④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　☎22–9527　5月 17日㈫から

小山の地域医療を考える市民会
議へ参加しませんか
日　時　5月 17日㈫ 18:30～ 20:00
会　場　小山市健康医療介護総合支援

センター
※今後、毎月第 2 火曜日開催予定。
問☎27–0500
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歯周疾患検診（5・6月）
　歯周病の早期発見と、正しい歯周病予
防のために歯周疾患検診を実施します。
対象者には、受診券を郵送します。検診
料金と一緒に医療機関へお持ちください。
期　間　5月1日㈰～ 6月30日㈭
受診場所　市内委託医療機関
対　象　11・12・1・2月生まれの40・
50・60・70・75歳の市民（市民税特
別徴収対象者を除く）
受診料　1,000円

（70・75歳は無料）
※当日は検診のみと
なります。治療が必
要な場合は、後日医
療機関の診察を受け
てください
問☎22–9522

不正けし撲滅運動にご協力ください
　けしの仲間には法律で栽培が禁止されて
いるものがあります。
　不正けしがご家庭に自生した場合は、抜
去し処分していただくようお願いします。
また、外で不正けしを見かけたり、鑑別に
迷ったときは下記までご連絡ください。
問県南健康福祉センター☎22–6119

マタニティクラス
“はじめてのきょうだいクラス”
日　時　6 月 23 日㈭ 9:30 ～ 11:30
　　　　（受付 9:15 ～）
会　場　保健・福祉センター
内　容　妊娠期の生活や子どもの事、 
　　　　きょうだいとのかかわり方
対　象　２人目以降の妊婦とその家族
　　　　（きょうだい・祖父母等）
持ち物　母子健康手帳、申込書
参加料　テキスト代 250 円
申込み　☎22–9527

マシンを使った筋力トレーニング（要申込）
コース　40 ～ 64歳　土曜コース
　　　　65歳以上　  火曜コース
                     　　   金曜コース　
対　象　40歳以上の方で介護認定を受けてい
ない方・医師からの運動制限がなく市が定める禁
止基準に該当しない方(年度内１人１回のみ）
場　所　保健センター分室
料　金　1,500円
回　数　1コース12回（週に1回、3カ月間）
申込み　土曜コース：健康増進課☎
22–9607、火・金曜コース ：高齢生きがい課 
☎22–9616

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～（無料・要申込）
日　時　5月19日㈭13:30 ～ 15:00
会　場   小山市健康医療介護総合支援

   センター
対　象　40歳以上の市民（運動制限の

ない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、

スポーツタオル、ヨガマット
（お持ちの方）

申込み　☎22–9607

6月1日㈬～7日㈫はHIV検査普及週間です
　HIVの感染を心配されている方は、こ
の機会に検査を受けてみましょう。
問県南健康福祉センター☎22–1219

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（参加無料）
日　時　5月12日㈭ 14:00 ～ 16:00
会　場　同病院本館地下1階
内　容　「がんに対する外科治療」ほか
問同病院☎58–7107

結核検診（6月）問☎22–9526
　対象者は65歳以上の方（平成29年3
月31日現在）です。5月中旬に受診票
を送付しますので、持参してください。
どの会場でも受診可能です。（平成28
年度から桑公民館から桑市民交流セン
ターに会場が変更になります。）
※今年度の肺がん検診（胸部レントゲ
ン検査）を受ける予定の方は、今回受
診する必要はありません

月日 時　間 会　　場

6/7
㈫

7:30 ～ 7:50 中島公民館
8:20 ～ 8:40 市立絹公民館
8:50 ～ 9:10 請地公民館
9:30 ～ 9:50 台公民館

10:10 ～ 10:30 中河原公民館
10:50 ～ 11:10 下梁公民館

11:30 ～ 11:50 上梁・八幡宮神社
（上梁南公民館）

6/8
㈬

7:30 ～ 7:50 延島中公民館
8:10 ～ 8:30 延島上・松山モータース宅
8:50 ～ 9:10 舟戸公民館
9:30 ～ 9:50 延島新田公民館

10:10 ～ 10:30 延島下・安田征二宅
10:50 ～ 11:10 中高椅公民館

6/9
㈭

7:30 ～ 7:50 鉢形中央公民館
8:10 ～ 8:30 北飯田公民館
8:50 ～ 9:10 東山田下公民館
9:30 ～ 9:50 東山田上公民館

10:10 ～ 10:30 出井馬廻集会所

6/10
㈮

7:30 ～ 7:50 萱橋公民館
8:10 ～ 8:30 向野本田公民館
8:50 ～ 9:10 鉢形南集会所
9:30 ～ 9:50 東出井集会所

10:10 ～ 10:50 下出井公民館

6/13
㈪

7:30 ～ 8:10 荒井公民館
8:30 ～ 9:30 桑市民交流センター
9:50 ～ 10:10 サンフレンズ小山

10:30 ～ 10:50 上出井公民館

6/14
㈫

7:30 ～ 8:10 喜沢北部公民館
8:30 ～ 9:10 喜沢集会所
9:30 ～ 9:50 喜沢東部公民館

10:10 ～ 11:30 ＪＡおやま桑支店

6/15
㈬

7:30 ～ 8:10 南半田公民館
8:30 ～ 9:10 扶桑県営住宅公民館
9:30 ～ 10:20 扶桑分譲公民館

10:40 ～ 11:20 三拝公民館
11:40 ～ 12:00 飯塚文化伝承館

6/16
㈭

9:00 ～ 9:20 市立絹公民館
10:00 ～ 11:20 桑市民交流センター

◆美田地区
日　　時 会　　場

6/20
㈪

7:30 ～ 7:50 小宅下集落センター
8:10 ～ 8:30 黒本農業構造改善センター
8:50 ～　9:10 大内川集落センター
9:20 ～ 10:20 市立豊田公民館

10:40 ～ 11:00 小薬東農協倉庫
11:20 ～ 11:40 岡公民館

6/21
㈫

7:30 ～ 7:50 下河原田南部倉庫
8:10 ～ 8:30 小袋公民館
8:50 ～ 9:10 市立中公民館
9:30 ～ 9:50 川入公民館

10:10 ～ 10:30 生駒・熊倉正弘宅
10:40 ～ 11:00 下初田公民館
11:20 ～ 11:40 上初田東公民館

6/22
㈬

7:30 ～ 7:50 島田南公民館
8:10 ～ 8:30 立木上公民館
8:50 ～ 9:10 上石塚公民館
9:30 ～ 9:50 上国府塚公民館

10:10 ～ 10:30 今里公民館
10:50 ～ 11:10 卒島新倉集落センター

6/23
㈭

7:30 ～ 7:50 大行寺公民館
8:10 ～ 8:30 下石塚公民館
8:50 ～ 9:10 萩島構造改善センター
9:30 ～ 9:50 塩沢公民館

10:10 ～ 10:30 間中公民館
10:50 ～ 11:10 石ノ上公民館
11:30 ～ 12:00 下国府塚公民館

6/24
㈮

9:00 ～ 9:30 市立豊田公民館
9:50 ～ 10:10 市立中公民館

10:30 ～ 10:50 市立穂積公民館

◆桑絹地区

妊娠届出の申請でマイナンバー
の確認をします！
　マイナンバー制度の導入に伴い、妊娠届
出手続き（母子健康手帳交付）の際に個人
番号の確認を行っています。
　詳しくは市 HP をご覧ください。
問☎ 22–9527
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番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2 ｰ 4 ｰ 3 ☎44–7000
② 石橋総合病院 下野市石橋628 ☎53–1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31–1331
④ 杉村病院 小山市城山町2ｰ7ｰ18 ☎25–5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45–7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320ｰ2 ☎0280–57–1011

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251-7（小山市健
康医療介護総合支援センター内）
　☎ 39―8880・FAX39―8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診療を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251-7（小山市健康
医療介護総合支援センター内）
　　☎ 39⊖8881・FAX39⊖8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
　　　年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外 17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

問☎27–0500※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています

6 月の一次救急医療機関

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成
28年度健康のしおり」内の検診申込み
ハガキにてお申込みください。折り返
し「集団健診のお知らせ（問診票）」を
送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)
　　　　②受診券
　　　　③健康保険証
　　　　④その他指定されたもの
問☎22ｰ9522

6月の集団検診（要申込）
＊12・1・2月生まれの方対象 日　時

検診項目 女
性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

6 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
10 ㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター

14 ㈫
8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 健康医療介護総合支援センター
17 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
20 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 小山東出張所
22 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
29 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター

すこやか通信

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
12 13 14 15 16 17 18
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
19 20 21 22 23 24 25
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
26 27 28 29 30
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円・70歳は無料）は、検診当日40・45・50・55・60・65・70歳の女性
市民が対象です。希望者は各会場に直接おこしください（事前申込不要）

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気高血圧を予防しましょう！

◆高血圧は血管に強い圧力がかかりすぎている状態です
　高血圧は自覚症状がほとんどないため放置してしまう人もいます。
　放置すると動脈硬化が進行して、脳卒中・心疾患・慢性腎臓病な
どを発症し、最悪の場合、死に至ります。

問健康増進課☎22ｰ9520
～ 5月17日は「世界高血圧デー」です。この機会に血圧について考えてみましょう～

▪「高血圧予防のためのポイント」
　○食塩量を減らしましょう。　～予防には減塩が大変重要です～
　○野菜をたくさん食べましょう。　～ 1日350ｇ以上食べましょう～
　○禁煙しましょう。　～たばこを 1本吸うたびに血圧が 10 ～ 20mmHg上がります～
　○お酒はほどほどに。　～日々のお酒が多いほど血圧が上がります～
　○ストレスには早めに気づき対処しましょう。　～過度のストレスは高血圧の原因にも～
　○肥満・糖尿病予備軍を予防しましょう。

　収縮期血圧と拡張期血圧で、どちらか片方が高い方（より重症）の
分類になった場合、高い方（より重症）のクラスに分類されます。

成人における血圧値の分類
～高血圧治療ガイドライン2014 ～より作図

◆至適血圧とは
　動脈硬化が起きにくいベストの血圧です。血圧が高い人は、低い
人に比べて脳卒中を起こす確率（発症率）が 8倍高くなるといわれて
います。
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ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。6月の相談

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 19㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22-9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 24㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22-8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

14･28㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22-9501
※心配ごと相談員が同席

自殺予防包括相談予約制 2㈭10:00～12:00 福祉課☎22-9619

◎白鷗法律相談（無料）　白鷗大学法科大学院の弁護士教員と大学院生が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

6･13･20･27㈪ 16:25～（所用時間90分）
（聴取30分・検討30分・回答30分） 各先着1人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20-8110
受付5/23㈪から　時間9:00～16:30

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22-9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課
☎22-9626

ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課
☎22-9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 高齢生きがい課

☎22-9648
※必要時、専門医等の相談も可

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青
少
年
相
談
室

☎25-4002

電話
10:00～17:00

☎25-4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン

9:00～16:00 外国人地域支援センター
☎23-1042

※不定休あり。事前に要連絡
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22-9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター
☎22-3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室
☎22-9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所
☎22-4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028-673-8341

※毎週月曜日9:00～12:00 は
フリーダイヤル☎0120-302-362
※第2･4水曜日9:30～11:30 は医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22-9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 11㈯10:00～12:00
15㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22-9282

登記相談予約制 8㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 14･28㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談 9㈭13:30～15:30 税理士

行政書士専門相談
予約制 15㈬ 9:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談

不動産相談予約制 7㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 19㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 1㈬･10㈮10:00～12:00
13:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22-9292

子育て家庭生活相談
予約制

4㈯14:00～16:00
8㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22-9664

4㈯14:00～16:00
22㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

4㈯14:00～16:00
15㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

1･29㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

8㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

心配ごと相談
（生活全般の相談）

7･21㈫10:00～15:00
14･28㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
14･28㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22-9501

精神保健福祉相談予約制 3㈮13:00～15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22-6192

女性のための心の相談予約制 27㈪13:30～16:30 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22-8078

創業･経営相談予約制 4･18㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22-9396

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　6㈪・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　東側入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎ 22‒9575
　6㈪・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎ 41‒6230
　6㈪・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　間々田市民交流センター入口の
　「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎ 22‒4544
　6㈪・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用
　返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館
からの借用資料は、破損の恐れがありま
すのでポストへの返却はご遠慮ください

図書館つうしん（６月）
期日 時間 会場

1 ㈬
10:00 ～ 11:00 もみじ保育所
13:00 ～ 14:00 豊田南小学校

2 ㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

3 ㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

7 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

8 ㈬
9:55 ～ 10:35 中小学校

13:00 ～ 13:50 間々田小学校

9 ㈭
10:00 ～ 10:30 延島小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

10 ㈮
10:00 ～ 10:30 梁小学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

14 ㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

15 ㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

16 ㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程

おはなし会
会名（会場） 日時

おはなしウェンディ 1 ㈬ 15:30

おやま分館ピッコロおはなし会
（小山分館） 3 ㈮ 11:00

おはなしこんにちは 8 ㈬ 10:30

おはなしメロディ 12 ㈰ 14:00

ままだ分館おはなしかい
（間々田分館） 14 ㈫ 15:30

おはなしウェンディ 0・1・2 15 ㈬ 11:00

おこれんのおはなし会 19 ㈰ 14:00

はなしのこべやおはなしかい 26 ㈰ 14:00

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■視覚に障がいのある方へ
　視覚に障がいのある方等を対象にした情報提供サービス「サピエ」に加入し
ました。活字による読書が難しい方に、「サピエ」からダウンロードしたデイジー
図書を貸し出すサービスを行います。図書館の利用者登録が必要です。詳しく
はお問合せください。　　　　　　　　　　　　　　 問中央図書館☎21-0750
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納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22-9420
へご連絡ください。

■ 6 月は市県民税（普通徴収）
1 期の納期月です。納期限は６
月 30 日㈭です。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）19:00 までの納
税窓口延長もご利用ください。
■ 6 月の日曜納税相談窓口は
26 日㈰です ｡
問納税課☎ 22-9442

日

　
時

4日㈯･5日㈰･11日㈯･12日㈰･
18日㈯･19日㈰25日㈯･26日㈰

各8:30 ～ 17:15
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務については
お問合せください
問市民課☎22-9402場

　
所

市民課☎22-9402
小山城南出張所☎31-3650
※小山城南出張所は月曜定休

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業 車屋美術館企画展「朝鮮半島の民衆的工芸
/POJAGI as a portrait」（～ 6 月 19 日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968※月曜休館

1 日 ㈬
2 日 ㈭
3 日 ㈮ おやま酒蔵まつり（～ 4 日㈯） ロブレ 632　１階 (一社)小山市観光協会☎30-4772
4 日 ㈯

5 日 ㈰
みんなで歩け歩け運動 8:45 ～ 足利駅北口起点 生涯スポーツ課☎21-2695
フッ素塗布事業 9:00 ～ 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎22-9527

6 日 ㈪
7 日 ㈫
8 日 ㈬
9 日 ㈭

10 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

11 日 ㈯
小山市水防訓練 9:00 ～ 11:45 下生井地内（生井桜づつみ周辺）防災対策課☎39-6661
ほっしー★ OYAMA 号太陽観測会 11:00 ～ 12:30 博物館駐車場 同館☎45-5331
ほっしー★ OYAMA 号天体観望会 19:30 ～ 21:00 生井公民館広場 博物館☎45-5331

12 日 ㈰
13 日 ㈪
14 日 ㈫
15 日 ㈬
16 日 ㈭
17 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317
18 日 ㈯

19 日 ㈰
第 4 回さくら道まつり 9:00 ～正午 さくら道（小山駅中央自由通路）新都市整備推進課☎22-8932
車屋美術館ギャラリートーク 14:00 車屋美術館 同館☎41-0968※月曜休館

20 日 ㈪
21 日 ㈫
22 日 ㈬
23 日 ㈭
24 日 ㈮ おやまの地酒アンテナショップ「酒久楽」出店 17:00 ～ 19:00 さくら道（小山駅中央自由通路）商業観光課☎22-9317

25 日 ㈯

男女共同参画フェア 13:00 ～ 文化センター小ホール 男女共同参画課☎22-8078
車屋美術館ワークショップ「絵葉書サイズ
で日本画」※ 要申込 13:00 ～ 間々田市民交流センター 車屋美術館☎41-0968

博物館前期講座「縄文土器を作ろう」
※ 要申込み 13:00 ～ 博物館 同館☎45-5331

26 日 ㈰

おやま地産地消・食育フェア 9:00 ～ 15:00 道の駅思川 農政課☎22-9527
博物館前期講座「学芸員調査研究報告会　
俵藤太伝説と小山氏」※ 要申込み 13:30 ～ 博物館 同館☎45-5331

日曜納税相談窓口 8:30 ～ 17:15 本庁舎 1 階納税課 納税課☎22-9444･9446
27 日 ㈪
28 日 ㈫
29 日 ㈬
30 日 ㈭

※カレンダーの内容は、4月中旬現在の情報をもとに作成しています。
　内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

6月
カレンダー

広報
政光くん・寒川尼ちゃん

※　の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
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3 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

【小山警察署調べ】3月中の交通事故

増改築・リフォーム・外構・エクステリアの専門店
家造りに実績のある『木の花ホーム』がお届けします！

クロス貼り替え　介護リフォーム　その他小さな工事　

駐車場工事　カーポート　テラス　サンルーム　お庭のリフォーム　

小山市城山町 2-3-10　　小山市役所から北へ 200m　４号線沿い　

カラーズ ㈱木の花ホーム  営業時間9:00 ～ 18:00　水曜定休日 TEL:0285-38-8715

ご相談・
お見積無料

増改築 お風呂 キッチン トイレ 洗面 屋根外壁 内装工事

カラーズ小山北支店

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　51件(114件)　負傷者　81人(150人)
死者　 1人( 3人)

火災　 6件(17件)　救急　680件(2,151件)


